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■令和元年度一般会計決算額

★歳入 84億4,209万円（前年度比8億6,549万円増）

75億7,660万円
8億6,549万円

72億3,133万円
9億6,621万円

3億4,527万円
△１億  　73万円

3億4,236万円
△1億3,967万円

平成30年度
比　較

歳　入 歳　出 差　額

291万円
84億4,209万円 81億9,755万円 2億4,454万円 2億　269万円令和元年度 4,186万円

3,895万円

うち翌年度へ
繰り越すべき財源

※歳入歳出差引額は、前年度から繰越された事業の財源として充てるべき繰越金（翌年度へ繰り越すべき財源）と決算剰余金
　である純繰越金に分類されます。純繰越金は、2分の1以上の額を基金に積立、または町債の繰上償還に使用しなければなら
　ないと定められています。令和元年度決算においては、純繰越金のうち１億5,000万円を財政調整基金に積立します。

年度 うち翌年度へ繰越
（純繰越金）

◆自主財源
　町の財源のうち、国
に依存しないで、独自
に調達できる財源
◆依存財源
　町が国や県等に依存
する形で調達する財源

※今後、健全な財政状
　態を維持するために
　は自主財源の確保が
　大切です。

町債
4億6,680万円

54億8,947万円

自主財源
依存財源

●歳入の内訳 ●歳入の推移

★歳出 81億9,755万円（前年度比9億6,621万円増）
● 歳出の内訳 ● 歳出の推移

歳出
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歳入
84億4,209万円
前年度比

8億6,549万円増

町税
19億3,484万円
（22.9％）

自主財源
29億5,262万円
（35.0％）

諸収入など
6億1,089万円
（7.2％）

分担金・使用料など
1億4,902万円
（1.8％）

地方交付税
27億4,290万円
（32.5％）

（17.1％）

町債
8億980万円（9.6％）

国県支出金
14億4,637万円

（65.0％）

繰入金
2億5,787万円
（3.1％）

地方譲与税など
4億9,040万円
（5.8％）

●歳入の特徴としては
①町税
　個人町民税6億8,641万円、法人町民
税1億6,320万円、固定資産税9億
2,835万円などで、前年度より3,603万
円の増となりました。
②地方交付税（全国の地方自治体が、
平等に事務ができるように国から交付
されるもの）
　普通交付税22億658万円、特別交付
税2億6,100万円、震災復興特別交付税
2億7,532万円で、地方交付税全体とし
て前年度より1億9,507万円の増となり
ました。
③国県支出金（国、県から町の特定の
経費に対して交付されるもの）
　障害者支援のための自立支援給付費
負担金2億4,303万円、国民健康保険及
び後期高齢者医療の基盤安定負担金
8,138万円、児童手当負担金2億629万
円、応急仮設住宅撤去業務繰替支弁金3億9,999万円、子ども・子育てのための施設型給付費負担金1億2,837万円、
道路整備や橋梁維持、公営住宅維持のための社会資本整備総合交付金3,794万円などが主なものであり、前年度
より3億693万円の増となりました。
④町債（町が資金調達するための借入金）
　庁舎整備のための公共施設等適正管理推進事業債4億1,450万円、道路整備のための地方道路等整備事業債
6,510万円、消防施設整備のための緊急防災・減災事業債3,700万円、災害復旧のための公共土木施設等災害復旧
補助事業債4,550万円などで、前年度より3億4,300万円の増となりました。

民生費
24億9,928万円
（30.5%）

総務費
17億7,393万円
（21.6%）

教育費
9億4,087万円
（11.5%）

衛生費
7億6,470万円
（9.3%）

公債費
6億2,368万円
（7.6%）

土木費
5億748万円
（6.2%）

消防費
3億769万円（3.8%）

農林水産業費
2億8,436万円（3.5%）

商工費等
2億6,342万円
（3.2%）

災害復旧費
1億2,679万円
（1.5%）

議会費
1億501万円（1.3%）

労働費
36万円（0.0％）

81億9,755万円
前年度比

9億6,621万円増
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◎三春分団第２部、中妻分団第３部、中郷分団第３部への消防小型ポンプ付自動車の配備、中郷分団第４部への消防小型
　動力ポンプの配備、北町消防屯所トイレ改修等を通じ、防災及び消防施設・設備の充実を図りました。
◎防犯灯の設置・修繕及びLED化の促進や、日向町地内ゾーン30交通安全対策工事を始めとする交通安全施設工事等を
　実施し、道路危険箇所の解消を図りました。
◎貝山多目的運動広場や柴原多目的運動公園、狐田親水公園及び大日向地内に設置した応急仮設住宅の撤去業務を実施し、
　町内全ての応急仮設住宅の撤去が完了しました。

◎町道下舞木岩本線外、町道五本木垢潜薬師道線の改良事業を実施しました。また、町道四反田富沢線ほか３路線の舗装
　補修事業を実施しました。
◎橋梁については、三春北大橋の耐震補強設計委託及び、三春西大橋の補修工事を実施しました。
◎令和元年東日本台風により被災した、道路橋梁災害復旧工事126件、農地等災害復旧工事59件を施工しました。
◎地球温暖化防止の観点から、太陽光発電設備またはリチウムイオン蓄電池の導入者に対する助成をしました。
◎やしまだい団地の屋上防水及び外部腐朽部改修、かつぎばし団地室内修繕工事、定住促進住宅２部屋の洋式化工事の
　実施を通じて、町営住宅団地の住環境の改善を行いました。

◎子ども・子育て支援法の一部を改正する法律が成立し、令和元年10月1日から幼児教育・保育の無償化となりました。
　これにより、幼稚園、保育所、認定こども園を利用する3歳から5歳までの全ての子どもたちの利用料、同施設を利用す
　る0歳から2歳については住民税非課税世帯の利用料、幼稚園の預かり保育料、認可外保育の保育料なども無償化としま
　した。
◎待機児童対策の一環として、第2保育所の増築工事を行いました。増築工事により定員が96名から115名に増員しました。
◎老朽化への対応として、三春小学校体育館床改修工事、岩江小学校外壁改修工事及び屋根防水改修工事、岩江小学校
　放送設備更新工事を行い、快適な学習環境を確保しました。
◎三春交流館「まほら」と三春交流館運営協議会により、琉球伝統歌舞集団「琉神」ほか４件の自主事業を開催しました。
◎三春交流館「まほら」の劣化状況に応じた適切な維持保全をすべく、長寿命化計画に基づき、吸引式冷温水発生機等
　関連設備整備工事や舞台照明設備調光操作卓改修等の工事を行いました。

豊かな心と文化を育むまちづくり（子育て・教育・文化分野）

 誰もが安全安心に暮らせるまちづくり（安全・安心分野）

住みよい美しい環境で暮らせるまちづくり（生活基盤環境分野）

■令和元年度一般会計における主な事業の決算額

◆下舞木岩本線外道路改良工事………………1,315万円
◆五本木垢潜薬師道線道路改良工事…………1,193万円
◆四反田富沢線舗装補修工事…………………1,199万円
◆三春北大橋耐震補強設計業務………………1,452万円
◆三春西大橋橋梁補修工事……………………1,317万円
◆五本木垢潜薬師道線（沢石橋）道路災害復旧工事（補助）…806万円

●歳入

ひとりあたり
484,259円
ひとりあたり
484,259円

●歳出

ひとりあたりひとりあたり
470,231円470,231円

主な歳入 主な歳出

地方交付税
町税
国・県支出金
町債

民生関係
総務関係
教育関係
衛生関係
町債返済

143,365
101,757
53,970
43,865
35,776

157,340
110,987
82,967
46,452

円
円
円
円

円
円
円
円
円

■町民一人当たりに換算した経費（令和2年4月1日現在の現住人口17,433人で計算）

◆消防小型ポンプ付自動車購入費　三春分団第２部、中妻分団第３部、中郷分団第３部………………………………3,326万円
◆北町消防屯所トイレ改修工事………………………316万円
◆日向町地内ゾーン30交通安全対策工事…………193万円

◆防犯灯設置・修繕工事、防犯灯維持費交付金………957万円
◆応急仮設住宅解体撤去業務……………………3億9,811万円他

◆実沢永志田線等町単独災害復旧工事125件………4,554万円
◆住吉第1地区等農地等災害復旧工事（補助）2件……556万円
◆青石字青石地内（道路）等町単独災害復旧工事57件…1,723万円
◆住宅用太陽光発電設備、リチウムイオン蓄電池の導入補助…177万円
◆やしまだい団地改修工事……………………………1,294万円
◆定住促進住宅内部改修工事…………………………691万円他

◆第2保育所増築工事………………………１億2,922万円
◆特定不妊治療費助成金……………………………50万円
◆子育て支援医療費助成事業…………………5,546万円　　
◆三春小学校体育館床改修工事…………………299万円
◆岩江小学校外壁改修工事及び屋根防水改修工事…2,225万円
◆岩江小学校放送設備更新工事…………………293万円

◆特色ある学校づくり支援事業交付金…………………216万円
◆三春交流館運営協会交付金……………………………610万円
◆交流館「まほら」吸引式冷温水発生機等関連設備整備工事…1,375万円
◆交流館「まほら」舞台照明設備調光操作卓改修工事…3,960万円
◆三春町民体育館照明機器更新工事…………………1,753万円
◆三春町民体育館屋上防水改修工事………………1,069万円他
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◎健康みはる21（第二次）計画について、課題別の実態と対策について取り組み状況の評価を行い、健康づくり推進協議
　会へ諮問しました。
◎健康増進の普及啓発を図るために、厚生労働省が定めた健康増進普及月間にあわせて健康づくり応援フェアを開催しま
　した。また、県との連携事業である県民パスポート事業の参加者増進を図りました。
◎法定予防接種の計画的な勧奨通知および新規事業である風しんの追加的対策に取り組みました。また、新型インフルエ
　ンザ対応訓練とマニュアルの見直しを行い、新型コロナウイルス感染防止のための町民への注意喚起、相談対応を行い
　ました。
◎町立三春病院の抗がん剤治療開始に伴う施設整備や経年劣化による修繕、備品更新を計画的に実施しました。
◎荒町、八幡町で個別避難計画策定を行いました。また、策定済みの北町、新町においては更新作業を行い、新たに作成
　希望のあった要支援者の計画策定を行いました。

誰もが健やかに暮らせるまちづくり（健康・医療・福祉分野）

◆各種予防費……………………………………8,247万円
◆田村地方在宅当番医制事業……………………631万円
◆老人福祉施設入所措置費……………………6,328万円

◆三春病院事業負担金…………………………………8,745万円
◆障がい者自立支援給付費…………………………2億6,637万円
◆シルバー人材センター運営費助成事業…………7,116万円他

◎老朽化した集会所の再生を図り、コミュニティの活性化を図ることを目的に、御祭４区外２地区に対し、集会施設改修
　事業への補助金を交付しました。
◎城山公園に各地区まちづくり協会とともに植栽したアジサイの管理や、「桜川を花で飾ろうプロジェクト」により、
　地域住民とともに桜川沿線の美化に努めました。
◎平成30年度末に策定した「役場庁舎新築工事実施設計」を基に、条件付き一般競争入札により役場庁舎新築工事請負
　契約を締結しました。

協働と町民参画による自立したまちづくり（協働・行財政経営分野）

◆コミュニティ助成事業…………………………110万円
◆集会施設に対する補助金………………………127万円
◆まちづくり協会運営交付金……………………821万円

◆役場庁舎新築工事費……………………………6億5,725万円
◆役場庁舎新築工事監理業務…………………………862万円他

◎農業生産条件の不利な農地において、農地の維持・管理活動のための中山間地域等直接支払交付金や、水路や農道等の
　保全のための多面的機能支払交付金等を推進しました。
◎農作物の被害防止のため、関係機関と連携を図り、鳥獣被害防止対策実施隊による有害鳥獣の捕獲等を実施しました。
　また、イノシシ用電気柵の資材購入に対して支援しました。
◎商業の活性化対策として、街なか賑わい創出事業（空き店舗対策）により、中心市街地の空き店舗を利用した創業者５
　店舗への家賃補助を行いました。
◎観光型の活性化対策として、三春まちづくり公社と連携し、年間10回の体験企画を実施するとともに中心市街地周遊を
　目的とした「奥州三春数珠めぐり」も引き続き実施しました。
◎愛姫PR事業として、愛姫年間スタンプラリー、愛姫イラストコンテスト、愛姫PRアニメーション制作及びYouTube配信、
　愛姫アニメ公開イベントにより、愛姫の魅力発信の強化に努め、県内外から多数の参加や作品の応募が寄せられました。
◎町指定天然記念物「南成田の大桜」の枝が折れたため、折口の処理と折枝の処分を実施しました。
◎老朽化が著しい文化伝承館の紫雲閣について、壁面補強など緊急修繕を実施するとともに、修繕のための現地調査を
　実施しました。
◎若者の町内定住の促進を図ることを目的に、町内に定住し、正規雇用により就業する方を対象に奨学金の返還を支援
　する助成金を交付しました。

産業が育ち魅力と活力にあふれるまちづくり（産業振興分野）

◆中山間地域等直接支払交付金……………………7,220万円
◆多面的機能支払交付金……………………………3,766万円
◆街なか賑わい創出事業補助金………………………268万円
◆工場等立地促進条例指定工場等奨励金…………6,455万円
◆滝桜観光対策業務…………………………………5,129万円
◆観光振興業務………………………………………1,796万円

◆定住促進住宅取得奨励金事業………………………170万円
◆賃貸住宅建設促進事業奨励金………………………406万円
◆空き家改修等及び空き家除却事業…………………372万円
◆愛姫ＰＲアニメーション映像制作業務…………1,618万円
◆紫雲閣修繕調査設計業務……………………………181万円
◆奨学金返還支援事業助成金………………………664万円他

■東日本大震災復旧・復興に関する経費について

人件費 　1,161万円
扶助費 　  211万円

★歳入総額（復旧・復興分）15億7,434万円

★歳出総額（復旧・復興分）13億343万円

県支出金
11億8,248万円

繰入金
6,928万円

国庫支出金　1,150万円

物件費
11億3,946万円

普通建設事業費
8,025万円

補助費等
7,000万円

その他
3億1,108万円
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◎「三春町除染実施計画」に基づき、平成28年度に住宅地・道路等の除染作業を終了しました。また、住宅除染完了地区
　の1割を抽出し、事後モニタリングを継続して実施しました。
◎各仮置場の除染廃棄物の安全な管理に努めました。また、搬出のための可燃性廃棄物保管容器の詰替えを行いました。
◎食品等放射能検査所（三春の里ベクレルセンター）において、食品、農産物等の放射能検査を行いました。
◎三春実生プロジェクトの活動を通じて、小中学生や未就学児、妊婦を対象とした線量計での外部被ばく測定を行いまし
た。
◎小学校や保育所、幼稚園の給食食材の放射性物質測定を実施しました。また、町内の私立保育所に対しては、県の補助
　事業を活用し、給食検査に係る費用を補助しました。
◎児童生徒のホールボディカウンターによる内部被ばく検査、甲状腺検査を実施しました。
◎京浜方面や首都圏へのトップセールス、町田市の首都圏消費者交流イベント等により、三春町の農産物をPRしました。
◎貝山多目的運動広場や柴原多目的運動公園、狐田親水公園及び大日向地内に設置した応急仮設住宅の撤去業務を実施
　し、町内全ての応急仮設住宅の撤去が完了しました。

原子力発電所事故による復旧・復興事業について　

◆継続モニタリング調査業務………………………731万円
◆仮置場管理業務…………………………………5,129万円
◆可燃廃棄物詰替等業務………………………6億2,017万円
◆北部三地区仮置場遮へい土運搬業務…………1,599万円
◆ふくしま森林再生事業…………………………8,034万円

◆食品等放射能検査、環境放射線量測定等、放射性物質測定費…1,210万円
◆小中学生内部被ばく・甲状腺検査事業……………815万円
◆高濃度汚染物質等測定･保管・維持管理業務………536万円
◆応急仮設住宅撤去業務………………………3億9,811万円他

● 一般会計の借入金残高
■町の借入金はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

※定期償還の確実な実行と新たな町債の抑制等により、残高を減らしております。
※町債の残高には一般会計のほか、企業会計分もあります。詳細については、令和元年度企業会計決算額をご覧
　ください。

億

72億1,401万円

65

85

105

R元H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21

■その他の会計について（特別会計と企業会計）
　  一般会計のほか、下記の会計があります。

　特別会計は、特定の事業における歳入歳出を明確に
するため、一般会計と区分して会計処理を行います。
　企業会計は、公営企業としての事業（水道・下水道
等・宅造・病院）にかかる会計です。

会計別
国民健康保険
後期高齢
介護保険
町営バス事業
放射性物質対策

合計

歳入金額
18億2,045万円
1億8,329万円
18億5,171万円

8,840万円
9億2,252万円
48億6,636万円

歳出金額
18億1,077万円
1億8,304万円
17億689万円
8,840万円

8億9,614万円
46億8,524万円

差引額
969万円
25万円

1億4,482万円
0円

2,637円
1億8,112万円

会計別 歳入金額
3億9,667万円
4,751万円

3億8,348万円
2億572万円
5,646万円

0万円
8,885万円

0万円
11億7,868万円

歳出金額
3億7,486万円
1億7,676万円
4億950万円
2億5,417万円
5,529万円

1億2,571万円
1億2,559万円
5,291万円

15億7,478万円

借入金残額
収益的
資本的
収益的
資本的

水道事業

下水道事業等

宅地造成事業

合計

4億180万円

16億6,889万円
 

0万円
 

0万円
 

20億7,069万円

病院事業

収益的
資本的
収益的
資本的

■ 令和元年度　特別会計決算額

■ 令和元年度　企業会計決算額

町民一人あたりに換算した借入残高　532,593円
（令和2年４月１日現在の現住人口17,433人で計算）

（一般会計分）＋（企業会計分）÷町民人口
＝（72億1,401万円＋20億7,069万円）÷17,433人＝532,593円
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■町の財産はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

土地（施設用地、山林など）
建物（庁舎、各施設など）
物権（地上権）
有価証券（株券）
出資による権利
自動車・消防車両など
積立基金
運用基金（現金など）
運用基金（貸付金）

226万3,836㎡
11万6,645㎡
12万9,755㎡
6,514万円

39億4,100万円
115台

32億7,002万円
3,100万円

0円

区分

公有財産

物品

基金

内訳 現在高

財政調整基金……………………………9億2,145万円
減債基金…………………………………………800万円
水道経営安定基金………………………9億9,109万円
福祉基金………………………………………5,531万円
水と緑とさくらの基金………………………4,839万円
観光振興基金……………………………………446万円
教育施設整備事業基金………………………9,651万円
三春病院事業基金………………………4億1,482万円
公有施設整備基金………………………6億9,726万円
その他の基金…………………………………3,273万円

積立基金の内訳

健全化判断比率等の公表について

　

■ 主な町税などの徴収率（納期内に納めましょう）

収入済額
8億4,812万円

149万円
9億2,723万円

112万円
2億9,478万円

517万円
6,448万円
63万円

現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分

233万円
207万円
235万円
149万円
674万円
1,690万円
12万円
97万円

99.70%
28.18%
99.74%
41.45%
97.73%
18.14%
99.81%
36.51%

99.78%
32.94%
99.88%
38.60%
98.09%
28.65%
98.97%
10.84%

収入未済額 R元徴収率 H30徴収率

町民税

固定資産税

国民健康保険税

町営住宅使用料

　地方公共団体の財政の健全性を判断す
るための指標で、①～④の 4つがありま
す。この 4つの比率を「早期健全化基準」
（財政上のイエローカード）、「財政再生基
準」（財政上のレッドカード）と比較し、
基準を上回ると財政健全化計画の策定な
どが必要となります。

健全化判断比率

　町民税や固定資産税などの町税は、町が行政
サービスを提供するための極めて重要な財源で
あり、国民健康保険税は、国民健康保険制度の
運営に使用されます。このため、滞納額が増え
ると、行政サービスの低下や国民健康保険制度
の運営ができなくなる恐れがあります。
　また、「滞納」とは、納期限までに納付されて
いない状態をいいます。納期限までに納付がな
い場合は、督促状や催告書を送付し、納付を促
しています。税金を滞納したままにしておくと
、財産の差押えなど滞納処分を行い、強制的に
税金を徴収することになります。督促状や催告
書の経費も、皆さんが納めた税金から支払われ
ます。
　納期限内の納付をお願いします。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、令和元年度決算に基づく「
健全化判断比率」と「資金不足比率」を公表します。

★三春町の比率
　令和元年度決算に基づく三春町の健全化判断比率と資金不足比率は、算定の結果、
基準値を下回っています。
　　また、「健全化判断比率」を構成する指標のひとつである「実質公債費比率」は、
平成22年度に18.0％を下回り、令和元年度においては8.7％に留まっています。
　引き続き、より徹底した経費の節減や行財政改革を進め、財政の健全化に取り組んで
いきます。

①実質赤字比率
普通会計での赤字の比率

②連結実質赤字比率
普通会計と特別会計と公営事業会計を
合わせた全会計での赤字の比率

⑤資金不足比率
各公営企業会計での事業規模に対する
資金不足の比率

③実質公債費比率
財政規模に対する元利償還金などの比
率により、借金の返済に係る財政負担
の程度を示す比率（３ヶ年平均）

財政良好 財政悪化

三春町
なし

三春町
なし

三春町
8.7%

三春町
21.８％

病院事業会計
３.８％

早期健全化基準 財政再生基準

④将来負担比率
財政規模に対する将来の負担額（実質的な
負債総額から負債に充てることができる基
金などを控除した額）の比率により町の財
政の将来的な財政負担の程度を示す比率

数値（３ヶ年平均）が18％を超えると地方債許可団体となり
起債に県知事の許可が必要となります。

公営企業会計のうち水道事業会計、下水道事業等会計、宅地
造成事業会計については資金不足はありませんでした。

15.0％

20.0％

20.0％

25.0％

350.0％
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役場新庁舎は、令和３年３月末に完成します
　令和元年７月から新庁舎の建設工事を行っていますが、完成時期を当初予定していた令和２年 12月末から令和
３年３月末まで延長します。
　近隣の皆様、町民の皆様にはご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

今後の予定

工事状況写真を町ホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。
https://www.town.miharu.fukushima.jp/soshiki/8/koujisyasin.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QRコードによるアクセス➡

▼問　財務課　公共施設整備班　☎６２－２１３２
　　　建設課　建築グループ　　☎６２－２１１３

時　　期 内　　容
令和２年　１０月～
令和３年　３月末
令和３年　４～５月
令和３年　５月（ＧＷ明け）

内外装、設備、外構等工事
新庁舎完成、引渡し
開庁準備、引越し
開庁

全景の様子
屋根や外壁などの外部仕上げ工事を進めています。

1階多目的ホールの様子

2階桜ホールの様子 3階議場前廊下の様子
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▽
第
１
保
育
所
（
担
橋
）

　
定
員
１
２
０
名　
☎
62
ー
３
８
３
９

▽
第
２
保
育
所
（
貝
山
）

　
定
員
１
１
５
名　
☎
62
ー
２
７
４
８

　

三
春
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

で
、
保
護
者
が
い
ず
れ
も
就
労
し
て
い
る
な

ど
、
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童

▼
第
１
保
育
所　
満
１
歳
か
ら
（
平
成
27
年

　

４
月
２
日
か
ら
令
和
２
年
４
月
１
日
生
）

▼
第
２
保
育
所　
生
後
６
ヶ
月
を
超
え
て

　

か
ら
（
平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２

　

年
９
月
30
日
生
）

　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
い
ず
れ
か

の
事
情
に
よ
り
子
ど
も
の
保
育
を
必
要
と
す

る
場
合
に
、
保
育
所
へ
入
所
が
で
き
ま
す
。

認
定
の
た
め
該
当
す
る
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
育
休
取
得
者
は
５
月
15
日
ま
で
の
職
場

　
復
帰
が
で
き
る
者
に
限
り
ま
す
。

※
就
労
証
明
書
、
診
断
書
は
証
明
年
月
日
が

　
10
月
１
日
以
降
の
も
の
が
必
要
で
す
。

　

保
護
者
の
事
情
に
基
づ
き
、
児
童
の
保
育

必
要
量
の
認
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
標
準
時
間
の
認
定
を
さ
れ
た
お
子
さ

ん
は
１
日
11
時
間
ま
で
、
保
育
短
時
間
認
定

を
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
１
日
８
時
間
ま
で
の

間
で
、
保
育
必
要
量
の
認
定
が
さ
れ
ま
す
。

▼
月
〜
金
曜
日

　

保
育
標
準
時
間

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

　

保
育
短
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
土
曜
日

　

保
育
標
準
時
間

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時
45
分

　

保
育
短
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
延
長
保
育
（
有
料
）

▽
対
象
年
齢

　

１
歳
児
か
ら

▽
月
〜
金
曜
日

　

最
大
午
後
７
時
ま
で

　

保
育
標
準
時
間
は
午
後
７
時
ま
で

　

保
育
短
時
間
は
午
後
６
時
30
分
ま
で

　

児
童
の
年
齢
（
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
）

と
保
育
必
要
量
の
区
分
、
世
帯
の
課
税
状
況

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
延
長
保
育
料　
月
額
３
千
円

　

※
保
育
日
数
が
１
ヶ
月
に
15
日
未
満
の

　
　

場
合
は
、
日
額
２
０
０
円

▽
北
保
育
所
（
北
成
田
）

　
定
員
40
名　
☎
62
ー
４
１
３
３

　

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
で
、
満
３
歳
以

上
の
児
童

▼
月
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
土
曜
日

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▼
延
長
保
育
（
有
料　
定
員
15
名
）

　

月
〜
金
曜
日　

午
後
６
時
ま
で

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
か
か

り
ま
せ
ん
。

▼
延
長
保
育
料　
月
額
３
千
円

　

※
保
育
日
数
が
１
ヶ
月
に
10
日
未
満
の

　
　

場
合
は
、
日
額
３
０
０
円
。

　

※
保
育
を
必
要
と
す
る
要
件
に
該
当
し
、

　
　

認
定
を
受
け
た
方
は
、
無
償
化
の
対
象

　
　

に
な
り
ま
す
。

▼
昼
食　
給
食
（
有
料
）

　

※
土
曜
日
、
小
学
校
が
長
期
休
業
期
間
中

　
　

は
、
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
所
・
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集
し
ま
す

令
和
３
年
度
４
月
か
ら
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

令和３年度
◆
申
込
受
付
期
間   
10
月
１
日
（
木
）
〜
10
月
30
日
（
金
）

※
認
可
保
育
所
は
、
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
所
審
査
を

　

行
い
、
入
所
い
た
だ
く
施
設
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
岩
江
幼
稚
園
・
中
郷
幼
稚
園
・
北
保
育
所
は
先
着
順
に
受
付
を
し
、
定
員
に
な
り

　
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

認
可
保
育
所

認
可
外
保
育
所

対
象
と
な
る
児
童

対
象
と
な
る
児
童

保
育
の
必
要
性
の
認
定

保
育
す
る
時
間

保
育
す
る
時
間

保
育
料
（
月
額
）

保
育
料
（
月
額
）

就労（会社勤務、育休中、
自営業、農業、内職）

求職中

妊娠・出産

保護者の疾病・障害
同居親族の介護
就学

就労証明書
自営業申告書（自営業の方）
就労予定申立書、ハローワーク
カードの写し等
出産（予定）児童の母子健康
手帳の写し
診断書（保育ができないことを記載）等
看護・介護を受ける人の診断書等
在学を証明する書類、カリキュラム

保育を必要とする理由 必要な書類
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①
保
育
所
（
北
保
育
所
を
除
く
）
の
入
所

　

決
定
は
、
申
し
込
み
受
付
順
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
が
、
申
し
込
み
は
余
裕
を
も
っ

　

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
岩
江
幼
稚
園
・
中
郷
幼
稚
園
・
北
保
育

　

所
の
入
園
申
し
込
み
は
先
着
順
に
受
付

　
を
し
、
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了

　
し
ま
す
。

③
施
設
の
規
模
や
申
し
込
み
状
況
な
ど
に

　

よ
っ
て
は
、
入
所
審
査
を
行
い
、
入

　

所
い
た
だ
く
施
設
を
調
整
さ
せ
て
い
た

　

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
定
員
を

　

超
え
た
場
合
は
入
所
で
き
な
い
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

④
入
所
・
入
園
当
初
は
、
お
子
さ
ん
の
心

　

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
短
縮
保
育

　
（
慣
ら
し
保
育
）
が
あ
り
ま
す
。

⑤
現
在
三
春
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

　

い
方
が
、
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、

　

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
三
春
町
に

　

住
民
登
録
を
す
る
こ
と
を
条
件
に
申
し

　

込
み
が
で
き
ま
す
。
転
入
に
関
す
る
誓

　

約
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

注
意
事
項

　
　

給
認
定
申
請
書

　

・
健
康
状
況
調
査
票

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
　

カ
ー
ド
の
写
し
（
令
和
２
年
１
月
２
日
以

　
　

降
に
三
春
町
に
転
入
さ
れ
た
方
、
避
難
者

　
　

の
方
で
住
民
票
が
三
春
町
に
な
い
方
）

　
　

ほ
か
希
望
さ
れ
る
施
設
に
よ
り
次
の
と

　
　

お
り
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
育
所
を
希
望
さ
れ
る
方

　

・
保
育
所
入
所
申
込
書

　

・
保
育
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
証
明
す
る

　
　

書
類

　

・
転
入
に
関
す
る
誓
約
書
（
三
春
町
に
転

　
　

入
予
定
で
町
内
保
育
施
設
を
申
し
込
む

　
　

方
）

▼
北
保
育
所
を
希
望
さ
れ
る
方

　

・
認
可
外
（
三
春
町
北
）
保
育
所
入
所
申

　
　

込
書

▼
幼
稚
園
を
希
望
さ
れ
る
方

　

・
入
園
願

　

・
調
査
票

　

第
一
希
望
の
施
設
へ
事
前
に
来
所
・
来
園

日
時
を
連
絡
し
、
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
時
に
お
子
さ
ん
の
簡
単
な
面
接

を
し
ま
す
。

（
注
）
町
内
の
施
設
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る

　
　

  

場
合
、
申
し
込
み
は
必
ず
第
一
希
望

　
　

  

の
施
設
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
町
子

　
　

  

育
て
支
援
課
で
は
、
申
込
受
付
を
行

　
　

  

い
ま
せ
ん
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
か
か

り
ま
せ
ん
。

▼
預
か
り
保
育
料　
月
額
６
千
円

　

※
保
育
日
数
が
１
ヶ
月
に
13
日
以
内
の

　
　

場
合
は
、
日
額
４
５
０
円

　

※
保
育
を
必
要
と
す
る
要
件
に
該
当
し
、

　
　

認
定
を
受
け
た
方
は
、
無
償
化
の
対
象

　
　

に
な
り
ま
す
。

▼
昼
食　
給
食
（
有
料
）

　

※
小
学
校
が
長
期
休
業
期
間
中
は
、
給
食

　
　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
容
は
施
設
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
認
定
こ
ど
も
園　
三
春
幼
保
園
（
貝
山
）

　
定
員
（
１
号
認
定
：
30
名
、
２
号
・
３
号

　
認
定
：
１
１
０
名
）
☎
62
ー
２
５
４
８

▽
Ｌ
ー
ｋ
ｉ
ｄ
’
ｓ
保
育
園
三
春
（
山
田
）

　
定
員
19
名　
☎
61
ー
６
６
０
５

▽
三
春
町
以
外
の
保
育
所
（
広
域
入
所
）

　

三
春
町
に
住
民
登
録
を
し
て
お
り
、
三
春

　

町
外
の
保
育
所
に
広
域
入
所
を
希
望
さ
れ

　

る
場
合
は
、
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

町
子
育
て
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。（
申
請
書
類
、
申
込
受
付
期
間
等
は

　

同
じ
で
す
。）

▼
共
通
の
も
の

　

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
支

▽
岩
江
幼
稚
園
（
上
舞
木
）
定
員
１
２
０
名

　
☎
０
２
４
ー
９
５
６
ー
２
７
２
７

▽
中
郷
幼
稚
園
（
柴
原
）
定
員
60
名

　

☎
62
ー
２
８
７
５

　

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上

の
児
童

▼
月
〜
金
曜
日

　

岩
江
幼
稚
園

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分
ま
で

　

中
郷
幼
稚
園

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時
ま
で

▼
預
か
り
保
育
（
有
料
）

▽
月
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
前
８
時
30
分
ま
で
、

　

保
育
時
間
終
了
〜
午
後
６
時
ま
で

9

幼
稚
園

町
立
施
設
以
外

対
象
と
な
る
児
童

保
育
す
る
時
間

申
込
方
法

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

保
育
料
（
月
額
）
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年金生活者支援給付金制度について
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生活を支援す
るために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには、請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。
　■対象となる方
　　◇老齢基礎年金を受給している方
　　　以下の要件を全て満たしている方
　　　・65歳以上
　　　・世帯全員の住民税が非課税
　　　・年金収入額とその他の所得額の合計が約 88万円以下
　　◇障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　　　以下の要件を満たしている方
　　　・前年の所得額が約 462 万円以下
　■請求手続き
　①新たにお受け取りいただける方
　　　対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が 10月中旬頃から順次届きます。
　　同封のハガキ（年金生活者支援給付金請求書）に必要事項を記入して提出してください。令和 3年 2月 1日
　　までに請求手続きが完了しますと、令和 2年 8月分から遡って受けとることができます。
　②年金を受給しはじめる方
　　　年金の請求手続きと併せて年金事務所等で請求手続きをしてください。
　■日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
　　◇日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞きしたり、
　　　手数料などの金銭を求めることはありません。

▼問　日本年金機構　『ねんきんダイヤル』☎０５７０－０５－１１６５(ナビダイヤル )

11月に『総合集団けんしん』を実施します
　新型コロナウイルス感染症拡大を受け、実施を延期していました「総合集団けんしん」を 11月に実施します。
　感染予防対策を図って実施するため、完全予約制、会場を保健センターと交流館まほらの２会場のみで実施しま
す。健診の日時や予約の方法などについては 10月 1日に配布したチラシをご覧ください。
　集団けんしんの受診を希望する方は、次のことを確認して受診してください。
《確認事項》
　（１）次に当てはまる方は受診を控えてください
　　①過去２週間以内に発熱（受診や、服薬等で解熱している状態を含む）や、風邪症状（咳、くしゃみ、倦怠感
　　　等）があった方
　　②過去２週間以内に、感染流行地域への訪問歴　または　訪問した方との接触歴がある方
　　③発熱（目安：37.5℃以上）や体調不良の方
　（２）当日は問診票を必ず記入してお持ちください。
　（３）施設けんしんで受診した健診は、集団けんしんで受診できません。
　※詳しくは、配布したチラシをご確認ください。
《その他》
　・感染症拡大防止のための対策を行い実施する予定ですが、感染状況により中止する可能性があります。その際
　　は防災無線等でお知らせいたしますので、ご確認ください。
　・集団けんしん以外に、医療機関で実施する「施設けんしん」も令和 3年 1月 30日まで実施しています。施設
　　けんしんは特定健診、肺がん検診、大腸がん検診、胃がん検診が対象です。（但し、75歳以上の方はがん検診
　　のみ受診できます）

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎６２-５１１０

　10月 31 日（土）、11月１日（日）に開催を予定していた「三春秋まつり」および「三春ウオーク」は、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりました。

▼問　産業課 商工観光グループ　☎ 62-3960

三春秋まつり・三春ウオーク中止のお知らせ
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　冬季に流行するインフルエンザの予防には、手洗いやうがいのほか予防接種が有効です。三春町では高齢者と子
どもの予防接種費用を助成します。かかりつけの医師と相談して、なるべく早く予防接種を受けましょう。
◆助成の実施期間　10月 1日（木）～令和 3年 3月 31日（水）

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ（保健センター）　☎ 62-5110　FAX62-0202

インフルエンザ予防接種費用を助成します

○国勢調査は、令和２年 10月１日（木）現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。
○今回の調査は、新型コロナウイルス感染症対策として出来る限り非接触により調査を行うため、10月７日（水）
　までにインターネット回答または郵送提出用の封筒に入れて郵送により回答をお願いします。なお、調査員に直
　接提出していただくことも可能です。
○調査結果は、社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。
　調査へのご協力をお願いします。
○ご不明な点は、国勢調査コールセンターまたは総務課文書情報グループまでお問合せください。

▼問　国勢調査コールセンター　　☎ 0570 - 07 - 2020（ＩＰ電話の場合：03-6636-9607）
　　　　　　　総務課　文書情報グループ　☎ 62 - 8125

国勢調査のお知らせ　調査票の記入はお済みですか？

戦争の記録と記憶を残さなくても
良いのだろうか

　この夏、「戦没者の慰霊」と「町内外に広く平和を求める」という二つの機会をいただきました。
　終戦記念日には、三春小学校プール裏にある「招魂社」に参拝いたしました。
　今では招魂社がどこにあるのか判らない人も多くひっそりとしてはいますが、草刈りも行き届いており大切にされ
ていることがよくわかります。
　昭和の合併で今の三春町が誕生した頃は、招魂社に参拝する人が三春小学校の登り口あたりまで並んでいたと
のお話を伺いました。
　また、旧盆明けには多くの皆さんより「平和を求める啓蒙を」との要望をいただきました。
　三春町では昭和 60 年に核兵器廃絶の町宣言をしていますが、昨今の国際情勢を憂い、改めて世論に訴える必
要があるとのご要望を受け、廃絶宣言の表示や広島・長崎に原爆が投下された日および終戦記念日には、今まで
どおり黙祷を捧げご冥福を祈る事をお話しさせていただきました。
　戦争を直接経験した方々は、かなりのご高齢になっています。また、当事者から戦争の話を直接聞いた方々も高
齢化が進んでいます。
　三春町民はどのような戦争体験をしたのでしょうか。
　知る機会をつくり後世にも伝えたいと強く思いました。
　今後、町民の皆さんから様々な資料をお寄せいただき、歴史民俗資料館で企画展を開きたいと思っています。
　改めてお知らせいたしますので、その際には資料の提供などご協力をお願いします。

対 象 者 満 1歳～中学 3年生

三春町・田村市・小野町契約医療機関

医療機関の用紙を使用します

※田村管内以外で受ける際は、一旦全額自己
　負担し窓口に申請ください。（申請書は保健
　センター窓口、または町ホームページから
　ダウンロードできます )

接種料金から助成額を差引いた額
（接種料金は医療機関により異なる）
1回目3,100円　2回目2,000円

満 1歳～ 12歳　＜1人 2回＞
13歳～中学 3年生　＜1人 1回＞

助 成 額

予 診 票

そ の 他

回　　数

65歳以上の方（一部60歳以上で一定以上
の障害のある方を含む）
1人 1回

県内の契約医療機関

本人負担 1,400円

3,180円
町内医療機関に設置してあります
※町外で受ける方には保健センターでお渡し
　します

※県外で接種を希望する場合は、事前に保健
　センターで手続きが必要です。

医療機関

接種費用
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　当院では、新型コロナウイルス感染症から三春町、田村市、小野町等の住民および医療従事者を
守り、医療体制の維持を図るため、新型コロナウイルス感染症が疑われる住民を診察する地域外
来を開設しました。

　対象となる方
三春町・田村市・小野町のかかりつけ医療機関から紹介
された方で、発熱等の症状がある中学生以上の方。

　　診療日時　　　※完全予約制
診療日：月曜日・火曜日（祝日を除く）
診療時間：13：00～ 14：45

　　受診方法
　1.　かかりつけ医療機関へ電話にてご相談ください。
　2.　医療機関の指示に従って受診してください。
　3.　医師が専門外来受診や検査が必要だと判断した場合、地域外来を予約します。
　　　予約日に受診してください。（※患者さん直接の予約はできません）
　4.　地域外来を受診し検査が必要と判断された場合、検査を実施します。
　5.　電話にて検査結果をお知らせします。

　　　※受診方法につきましては、三春町ホームページをご覧ください。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
地域外来を開設しました

　ピンクリボン活動とは、乳がんの正しい知識を広め、乳がん検診の早
期受診を推進することなどを目的として行われる世界規模の啓発キャ
ンペーンです。毎年 10月はピンクリボン月間として日本各地で乳がん
についての啓発キャンペーンが多く行われます。
　三春病院では乳がん検診（マンモグラフィ検査）を専門
の女性技師が撮影し対応しております。まだ乳がん検診を
受けていない方はこの機会に受診してみませんか。

　食育推進を目的として、
キッチンカーによる昼食販
売などを行います。

10月 21日（水）
　　　 11 時から 13時

三春病院正面玄関

10月はピンクリボン月間です キッチンカーが来ます !

☎

　認知症の方やそのご家族の交流の場です。お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時　◆10月１日（木）午前10時～11時 30分　◆11月５日（木）午前10時～11時 30分
▶ 場　　所　三春町保健センター　１階機能訓練室　 ➡開催場所が左記に変更となっております
▶ 内　　容　身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ・健康に関する20分程度のミニ講座
 　１０月「聞こえと認知症予防」　1１月「お薬の適正使用について」
▶ 参加申し込み　☎ 73-8180（総合相談課）
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 当日参加も受付けております。
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には専門のスタッフが対応します。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、開催の中止または変更と
　 なる場合がありますのでホームページをご覧ください。

オレンジカフェ☆さくら

☎ ☎
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君
（
体
育
科
３
年　

四
倉
中
卒
）、
佐
藤
健
君

（
体
育
科
３
年　

醸
芳
中
卒
）、
佐
藤
崚
馬

君
（
体
育
科
３
年　

尚
英
中
卒
）、
大
谷
彩

華
さ
ん
（
普
通
科
２
年　

小
野
中
卒
）、
菊

池
義
明
君
（
普
通
科
２
年　

郡
山
四
中
卒
）、

福
士　

朗
君
（
普
通
科
１
年　

三
春
中
卒
）

の
10
名
で
、
町
役
場
と
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
傍
聴
者
の
受
付
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
の
検

温
、
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
今
後
の
政
治
や
行
政
に
興
味

を
持
つ
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と
と
も
に
、
傍

聴
者
で
来
ら
れ
た
町
民
の
方
々
に
も
た
く
さ

ん
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
し
た
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
と

思
い
ま
す
。

　

色
々
と
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
町
議
会
、

役
場
職
員
の
方
々
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
生
徒
の
感
想
を
抜
粋
し
ま
し
た
。

　
「
田
村
高
校
の
卒
業
生
の
中
に
、
田
部
井
淳

子
さ
ん
と
い
う
女
性
登
山
家
で
世
界
初
の
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
を
成
し
遂
げ
た
人
が
い
る
こ
と
を

知
り
、
た
い
へ
ん
印
象
に
残
り
ま
し
た
。」　

　
「
三
春
は
今
か
ら
一
億
年
以
上
前
に
形
成
さ

れ
、
西
側
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
へ
注
ぐ
中
小
の

河
川
が
、
こ
の
丘
陵
に
複
雑
な
谷
を
刻
ん
だ
た

め
、
現
在
の
変
化
に
富
ん
だ
景
観
が
生
ま
れ

た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

８
月
29
日
、
三
春
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
本
校
生
徒
10
名
が
運
営
等
に
参
加
し
、
議

会
活
動
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
萬
年
司
君
（
普
通
科

３
年　

三
春
中
卒
）、
安
部
翔
馬
君
（
普
通

科
３
年　

三
春
中
卒
）、
渡
邉
楽
斗
君
（
普

通
科
３
年　

船
引
南
中
卒
）、
吉
田
広
夢
君

（
普
通
科
３
年　

三
春
中
卒
）、
賀
澤
夢
海

　

８
月
６
日
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
学
校

見
学
会
を
開
催
し
、
田
村
郡
内
の
各
中
学
校

を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
計
２
８
５
名
の
生
徒

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
「
体
験
入
学
」
と
し
て
授
業
や
部

活
動
の
体
験
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
も

あ
り
、
参
加
生
徒
を
第
一
体
育
館
・
第
二
体

育
館
に
分
散
さ
せ
、
学
校
説
明
な
ど
の
時
間

を
で
き
る
だ
け
短
縮
す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
教
室
で
は
事
前
に
撮
影
し
た
高
校

の
授
業
風
景
や
学
校
行
事
な
ど
を
動
画
や
写

真
で
紹
介
し
、
そ
の
後
の
部
活
動
見
学
も
三

密
対
策
な
ど
の
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

田
高
生
も
生
徒
会
役
員
を
中
心
に
見
学
会

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
活
躍
し
、
学
校
説
明
で

は
生
徒
会
長
の
滝
田
晃
太
君（
御
舘
中
卒
）が
、

☎

◆
学
校
見
学
会
を
開
催

緊
張
し
た
面
持
ち
の
中
学
生
に
明
る
く
和
や

か
な
口
調
で
本
校
の
魅
力
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
、
令
和
五
年
に
百
周
年

を
迎
え
る
「
歴
史
」
と
「
伝
統
」
の
田
村
高

校
で
文
武
両
道
を
目
指
し
、
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

　

１
学
年
の
総
合
的
な
探
求
の
時
間
で
、「
三

春
探
訪
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
春
の
伝
統
、
文
化
を
理
解
す
る
と
い
う

目
的
で
、
三
春
郷
土
人
形
館
と
歴
史
民
俗
資

料
館
を
見
学
し
、
明
徳
門
で
写
真
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
学
芸
員
の
方
の

話
を
真
剣
に
聞
く
と
と
も
に
、
田
部
井
淳
子

さ
ん
の
遺
品
展
示
な
ど
に
も
関
心
を
持
つ
生
徒

が
数
多
く
見
ら
れ
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
郷

土
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
多

く
の
学
び
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

◆
地
域
探
求
学
習

　
〜
三
春
町
を
知
ろ
う
〜

◆
町
議
会
運
営
に
参
加
し
、

　
議
会
活
動
を
学
び
ま
し
た
。

各教室でのビデオ上映

生徒会役員も中学生のサポート等
頑張りました！

生徒達の活動の様子

町役場会場の受付・誘導の様子

誘導・案内の様子 三春交流館まほら会場の受付の様子
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☎
☎

　　　研究の現場を見てみよう！
　　　　　　福島県環境創造センター研究部で行っている研究内容について紹介します。
　　　　　　今回は福島県環境創造センター研究部の熊田礼子さんです。

　福島県では、東京電力㈱福島第一原子力発電所の事
故により、放射性物質による広範囲の環境汚染が生じ
ました。現在、多くの野生動物から放射性核種が検出
されています。
　私たちのグループでは、野生動物への放射性核種の
移行について調査してきました。イノシシの筋肉中
放射性セシウム濃度が、他種に比べて高い傾向にあ
り、個体間のばらつきが大きいことが確認されました
（図）。近年であっても、検出下限値未満となる個体が
ある一方、10,000Bq/kg に近い値となる個体がありま
す。今後も、放射性セシウムの濃度の推移をモニタリ
ングするとともに、一部の野生動物の放射性セシウム
濃度が高い要因を調べ、野生動物の保護管理に資する
データを収集していきたいと思います。

○野生動物の体内に含まれる放射性セシウムについて

◎ 研究者　福島県環境創造センター研究部　副主任研究員
　 熊田 礼子
　研究部に配属されて３年目になりました。業務上、山林へ足を踏み入れることも
多く、四季折々の様子を楽しんでいます。

コミュタン福島　10月イベント情報
◆ ３日（土）・４日（日）　　　 「紙すきを体験しよう！」
◆ 10日（土）・11日（日）　　 「かんたんレントゲンを体験しよう！」
◆17日（土）　　　　　　　　 「飛ぶ種の模型をつくろう！」
◆18日（日）　　　　　　　　 「コミュタンミライラボ（イベント）」
◆24日（土）・25日（日）　　「霧箱で放射線の性質を確認しよう！」
◆31日（土）・11/1日（日）　「ＣＤホバークラフトをつくろう！」
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　マントルと地球の変動、人類の旅（土日祝日のみ）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽、イベントを中止することがありますので、予めご
　　了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。
※　コミュタンミライラボ ( ｲﾍﾞﾝﾄ ) の内容についてはホームページを御覧ください。

※　環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限させていただいております。
※　赤外線放射温度計による検温スクリーニングにご協力ください。また、館内ではマスクを着用ください。
※　環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。詳しくは「三春町町営バス時刻表」を
　　御覧ください。

図 . イノシシの筋肉中における 137Cs濃度の時系列変化
（福島県　2011 年度ー2019 年度）

☎



15
広報みはる
令和２年10月号

広報みはる
令和２年 10月号

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

No. 測定施設

0.10
0.08
0.09
0.09
0.08
0.09
0.08
0.09
0.10
0.10
0.09
0.10
0.08
0.10
0.10

0.10
0.08
0.08
0.11
0.08
0.09
0.08
0.08
0.10
0.09
0.09
0.11
0.08
0.10
0.10

令和2年
7月21日8月24日

令和2年令和2年
7月21日

令和2年
8月24日

1
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７

ＪＡ福島さくら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
大　平　荘
三春町浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など

0.08
0.10
0.14
0.10
0.09
0.09
0.11
0.10
0.10
0.10
0.10
0.14
0.09
0.10
0.13
0.09
0.14

0.09
0.10
0.14
0.09
0.10
0.08
0.11
0.11
0.12
0.10
0.11
0.15
0.09
0.10
0.13
0.08
0.14

公園中央
１ｍ高
0.10
0.10
0.07
0.09
0.14
0.10
0.08
0.10
0.09
0.10

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
8月25日測定値 測定値

三春小学校
岩江小学校
御木沢小学校
中妻小学校
中郷小学校
沢石小学校
要田小学校
三春中学校
岩江中学校
北 保 育 所
第１保育所
第２保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

所在地

担橋一丁目
八島台六丁目
八島台八丁目
八島台四丁目
八島台四丁目
字大町
桜ヶ丘四丁目
桜ヶ丘一丁目
桜ヶ丘三丁目
平沢字担橋

● 主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

☎

● 仮置場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の保管を行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江
地区の仮置場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、
すべての仮置場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。
　なお、８月をもって北部三地区仮置場、中妻地区仮置場から中間貯蔵施設等への搬出が完了いたしました。引き
続き、残り４箇所の仮置場からの搬出を安全に進めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。
※ 仮置場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置場

◆ 北部三地区仮置場 ◆ 三春地区仮置場

◆ 中郷地区仮置場

①
0.12

0.10

0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12

0.11

0.12

0.10

0.11

0.11

0.12

0.10

0.11

0.11

0.11

0.11

0.11

0.10

0.11

0.08

0.07

0.07

  8月  5日

  8月19日

  8月26日

測定日／測定点 ①
0.13

0.13

0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13

0.13

0.12

0.14

0.14

0.12

0.11

0.11

0.10

0.09

0.10

0.09

0.10

0.10

0.09

0.12

0.11

0.12

  8月  6日

  8月20日

  8月27日

測定日／測定点

①
0.07
0.08
0.08
0.09
0.08

② ③ ④
0.11
0.11
0.11
0.11
0.10

0.07
0.08
0.08
0.08
0.07

0.09
0.10
0.11
0.09
0.10

  8月  3日
  8月11日
  8月17日
  8月24日
  8月31日

測定日／測定点 ①
0.09
0.08
0.09
0.09
0.09

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.10
0.10
0.09
0.09

0.10
0.10
0.10
0.09
0.09

0.09
0.09
0.10
0.09
0.09

0.06
0.06
0.07
0.06
0.06

0.10
0.09
0.09
0.10
0.09

0.09
0.10
0.09
0.10
0.08

  8月  3日
  8月11日
  8月17日
  8月24日
  8月31日

測定日／測定点
◆ 岩江地区仮置場

①
0.06

0.06

0.06

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.06

0.06

0.06

0.09

0.09

0.08

0.10

0.09

0.10

0.10

0.09

0.09

0.07

0.07

0.07

0.11

0.10

0.11

  8月  5日

  8月19日

  8月26日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置場
①
0.09
0.09
0.10
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.10
0.11
0.10

0.11
0.11
0.11
0.11

0.09
0.10
0.10
0.08

0.11
0.10
0.09
0.11

0.10
0.10
0.10
0.10

0.09
0.08
0.09
0.09

  8月  4日
  8月11日
  8月18日
  8月25日

測定日／測定点

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

※ 単位は全てマイクロシーベルト
　／時間です。

※ 平成30年度から公園中央地上高１ｍ
　のみの測定となります。
※ 平成 30 年度から３か月に一度（6・
　9・12・3月実施）の測定となります。

※ 主な施設の環境放射線量の測定は、地上
　 １mで計測しています。

※No.1～No.9は地上1m、No.10 
　 ～ No.15は地上50cmで計測し
　 ています。
問
☎

問
☎

問
☎
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知事感謝状を受贈

　8月 25 日、個人県民税賦課徴収の優良市町村として三春町が選ばれ、福島県知事から知事感謝状を贈呈されま
した。去年に続き、7年連続での受賞となりました。
　町民の皆様のご協力に心より感謝申し上げます。
　※県では、県税納税について功績のあった個人・団体に対し、知事感謝状を贈呈しています。

佐藤喜美枝さん　百歳賀寿おめでとうございます

　佐藤喜美枝さんが９月１日に満 100 歳を迎えられ、同日、特別養護老人ホー
ムあぶくま荘にて賀寿贈呈式が行われました。
　佐藤さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町から賀寿と祝金、
三春町老人クラブ連合会から祝金が贈られたほか、施設より記念品の寝具が贈
られました。
　佐藤さんの長生きの秘訣は冷たい食事を避けることで、趣味は花の栽培だっ
たそうです。佐藤さんの益々のご長寿をお祈りいたします。

▼問　保健福祉課　福祉グループ　☎６２－３１６６

新型コロナウイルス感染症対策としてのご寄附をいただきました

　９月４日、CL サービス 佐久間政重様、三春昭進堂 髙橋龍一様及び根本看板

店 根本康一様が三春町役場に来庁し、テレビ朝日の人気番組「ナニコレ珍百景」

に出演した際の謝礼金を寄附していただきました。番組では、鷹巣の宇賀石に

ある宇賀神様の小さな祠が取り上げられ、８月 16日に放送されました。
寄附目録贈呈の様子

　８月 25日、三春交流館「まほら」ホールで公益財団法人さわやか福祉財
団　岡野貴代様をお呼びし、新型コロナウイルス感染症の対策を十分に行っ
たうえで、講演会を開催しました。
　岡野様の講話では、少子高齢化がますます進む中で、高齢者が支えられる
ばかりではなく、高齢者も支える立場になることが大切であることや、茶話
会といった住民同士の顔が見え、繋がりを持てる居場所が必要とのお話しが
ありました。
　また、茶話会等の活動を行っている「込木行政区 60歳以上の女子会」の
橋本様、生活支援コーディネーターの神山様より事例紹介が行われました。
　三春町と社会福祉協議会では、地域のために何かしたい、何ができるのか
考えたいという町民の方を応援いたしますので、ご気軽にご相談ください。

▼問　三春町社会福祉協議会　☎６２－８５８６　　　　　　
　　　　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎６２－５１１０　

介護保険グループ　☎６２－３１６６　　　　　

講演会「みんなで支え合うまちづくり」を開催しました

三春町手話言語条例が制定されました

　三春町は「三春町手話言語条例」を制定し、令和３年１月１日に施行
することとなりました。
　この条例は、「手話が言語である」との認識に基づき、手話の理解およ
び普及に関して基本理念を定め、町の責務および町民の役割を明らかに
し、また、町が実施する施策の基本的事項を定めることにより、全ての
町民が共に生きる地域社会を実現することを目的としています。
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このコーナーでは、最近行われた行事や三春ならではのアツい話題などを
ピックアップしてお伝えしています。

三春軟式野球スポーツ少年団が福島県大会に出場しました

三春町老人クラブ連合会長杯ゲートボール大会が開催されました

　8月 8、9日に行われた、第 18回東北学童軟式野球新人戦福島県中大
会で準優勝し、3年ぶりに 4回目の福島県大会出場を果たしました。
　県大会は7支部の代表16チームが出場し、トーナメントで競いました。
　県大会は郡山市ふるさとの森スポーツ広場等で開催され、初戦は会津
ジュニアベースボールクラブと対戦し 20－ 3で勝利しました。
　2回戦は延長（8回タイブレーク）の末、9－ 12 で敗戦しましたが、
最後まで諦めない気持ちで戦いました。

　三春軟式野球スポ少では団員を募集中です！　一緒に野球を始めましょう。
▼問　三春軟式野球スポーツ少年団　監督　橋本　☎ 090-6225-9717

　令和２年９月１日に第 38回三春町老人クラブ連合会長杯ゲートボール大会が開催されました。13チーム 80名

が参加されました。コロナウィルス感染症予防対策として検温とマスク着用してプレーをしました。優勝は桜寿会

Aチーム、準優勝は岩江 Bチーム 第三位は平成会チームでした。

　戦没者を追悼する三春町遺族会の「招魂社」参拝は、8月 15 日大町三

春小学校プール北側にある招魂社前で行われました。

　遺族会役員が出席し、全員で黙とうをささげたあと、坂本町長が追悼の

ことばを述べました。出席者は拝礼をし、恒久平和への誓いを新たにしま

した。

戦没者を追悼しました

　多年にわたり地域の安全活動に積極的に取り組んだとして、三春まちづく
り協会が田村地区防犯功労団体として表彰され、９月１日に三春町役場にて
表彰伝達式が行われました。
　三春まちづくり協会は、「みんなが安心して暮らせる地域づくり」を目的と
し、登下校の児童・生徒に対して、見守り活動と一声あいさつ運動を実施す
る等、三春町の安全・安心のために活動しており、その功績が認められ表彰
されたものです。
　受賞おめでとうございました。 相川三春まちづくり協会長（左）、坂本町長（右）

三春まちづくり協会防犯功労団体で表彰状
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▶

▶

▶

▶

▶

▶
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M-NAVI 交流館NEWS

自然観察ステーション 10月のイベント情報

10月のイベント情報

☎

※ この情報は、イベント等の主催者のご希望により掲載しております。掲載のご希望は、
　 三春交流館「まほら」までお願いします。

☎

★ 星を見る会
　秋の天体の観察をします。
▶ 日　　時　 10 月 9日（金）・17日（土）　午後 7時～９時
▶ 集合場所　 ステーション天文台
▶ 持 参 品　 特になし
▶ 参 加 費　 大人 200 円・子ども 100 円

※天候不良の時は、中止となる場合があります。

令和２年度三春町文化祭　 　　　　【三春交流館「まほら」:0247-62-3837】
三春交流館
および

文化伝承館

10月／
　16日（金）～
11月／
　14日（土）

芸術文化の普及と向上を図ることを目的に三春
町文化祭を開催します。今年はコロナウイルス対
策を講じながら約20の参加団体の日頃の活動の
成果を発表します。ぜひお越しください。詳細につ
いては配布されたパンフレットをご覧ください。

三春磐州市「まんぷく市」 　【三春磐州市実行委員会（橋本紀子）:0247-62-5757】

11:00～13:00

交流広場

10月／
17日（土）

地元の農産物や商店の特売品など、いろいろ
なお店が出ますので、ぜひお越しください。

　歴史民俗資料館では、現在、秋季企画展「昭和の三春～写真で見る昔の町
並み～」を開催しています。この展示では、懐かしい町並みの写真のほかに、
昭和前期の戦争に関わる資料や、空襲の様子を描いた絵画も展示しています
ので、ぜひ、ご観覧ください。
　なお、当館では昔の暮らしや戦争などに関係する資料や記録について、継
続的に調査を行っています。皆さんの家にある古い資料や情報（戦時中の三
春での暮らしの様子などを話していただけ
る方）がございましたら、歴史民俗資料館
へご連絡いただけますようお願いします。

■会　期　11月 29日（日）まで
■休館日　月曜日（祝日の場合はその翌日）
■入館料　一般300円、
　　　　　小中高校生など150円

▼問　歴史民俗資料館　☎６２－５２６３

秋季企画展を開催中です

日向野隆三氏作『B29三春空襲』
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　8月 5日から 8月 7日にかけて、三春町民図書館では「夏休み図書館司書

体験」を実施しました。三春町民図書館開館 30周年記念事業の一環として、

初めて行ったものです。

　夏休みの 3日間、図書館で司書の仕事を体験できるイベントで、今回は、

高校生３名にご参加いただきました。図書館のカウンター業務や子ども向け

イベント「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」のお手伝い、おすすめ本の

展示など、様々な司書の仕事を体験していただきました。

　体験に参加いただいた方より、レポートを寄せていただきましたので、ご

紹介します。

　三日間の図書館司書体験を終えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邉　百香
　三日間の司書体験で、カウンター業務、書架整理、十代向け展示本棚作り、

本の装備、ぬいぐるみのとしょかんおとまり会など、さまざまな体験をさせ

てもらいました。

　私が体験して、大変だなと思ったのは書架整理と展示本棚作りです。書架

整理は、背表紙のラベルを見ながら順番に並べる作業です。雑誌や絵本は、

バラバラになっていてきれいに揃えるのが大変でした。展示本棚作りは、ど

んなテーマにして、テーマにあった本を選ぶのが大変でした。時間が結構か

かりましたが、展示本棚をしっかり作れて良かったです。

　図書館司書を目指している私にとって、この三日間は貴重な体験となりま

した。この体験を生かして、資格をとれるよう勉強を頑張っていきたいです。

趣
味
・
教
養

　8月6日から8月13日にかけて、三春町民図書館では「ぬいぐるみのとしょ

かんおとまり会」を実施しました。

　これは、子どもたちの代わりに、ぬいぐるみが図書館に「おとまり」する

というイベントです。ぬいぐるみという子どもにとって身近なものを媒介と

して、本や図書館に興味を持ってもらおうという取り組みです。

　今回は、4歳～小学生までの 4組の親子にご参加いただきました。

　1日目は、親子で、ぬいぐるみといっしょにおはなし会を楽しみました。

その後、ぬいぐるみたちをお預かりし、図書館におとまりしていただきました。

　おとまり期間中、本を読んだり、図書館の中を探検したり、読書している

ぬいぐるみたちの様子を図書館職員が撮影。お迎えに来ていただいた際、ぬ

いぐるみたちが選んだおすすめの本を希望者に貸出しました。また、遊んで

いるぬいぐるみたちの写真を収めたアルバムを差し上げました。

　おとまり会のようすは、図書館のホームページにも掲載しています。ぜひ

ご覧ください。

「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」を開催しました

読み聞かせ体験の様子

カウンター体験の様子

書架整理体験の様子

おはなし会の様子

ぬいぐるみのおとまり会の様子

三春町民図書館開館３０周年記念
三春町民図書館開館３０周年記念事業
「夏休み図書館司書体験」を行いました
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〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈子育て支援課　☎62-0055　FAX62-3232〉

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前10時～正午／午後1時～3時
対　象行　事 日　時 場　所 内　容

地域
子育て支援
センター

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね” 10月7日（水）11時30分～
就学前のお子さんと
保護者

地域
子育て支援
センター

就学前の10月生まれ
のお子さんと保護者

手作りの誕生カードに写真を貼り、身長・体重や手形を押して
つくります。大きなケーキを囲んで10月生まれのお友達を
みんなでお祝いします。
※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予
　約をお願いします。

お誕生会
10月生まれ（要予約）

10月30日（金）
11時30分～
申込期限10月23日（金）

保健センター 運動指導士の方と一緒におやこで楽しくからだを使った遊び
をします。おやこ運動遊び教室

10月13日（火）
10時～12時
申込期限10月9日（金）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

0歳～1歳位までのお
子さんと保護者

離乳食講座の時間があります。栄養士から具体的に話が聞け
ます。身長、体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さ
んとの時間を持ってみませんか。（母子手帳をご持参ください）

のびのびの日 10月23日（金）
10時～12時

就学前のお子さんと
保護者 季節のせいさくを親子でつくり持ち帰ります。たのしいせいさく 10月16日（金）

11時30分～

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

行　事 日　時 場　所 内　容

10月24日（土）
午前９時30分～
午前11時30分
申込期限10月9日（金）

内　容：「ハロウィンリースを作ろう」
参加費：150円
対　象：小学校２年生以上
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）
　　　  参加費を添えてお申し込みください。材料を準備しますので、
　　　 欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

おりがみ教室 三春小
わんぱくクラブ室

10月３日（土）
午前10時～11時
申込期限10月1日（木）

内　容：「かごめかごめ」
　　　  小さい頃によくやった遊びが、令和版に生まれ変わって新
　　　　スタイルに！！
　　　  みんなで一緒に令和版「かごめかごめ」で遊びましょう。
参加費：100円
持ち物：うわばき・タオル・着替え・水筒
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児童クラブ（御木
　　　 沢小学校体育館内）へ参加料を添えてお申し込みください。
　　　  当日欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

体育館で遊ぼう 御木沢小
体育館

10月10日（土）
午前9時30分～12時
申込期限10月2日（金）

内　容：「プリンアラモード」
参加費：300円
対　象：小学校２年生以上
持ち物：エプロン・バンダナ・ハンカチ・水筒・筆記用具
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）・岩江児童クラブ（
　　　 岩江センター内）
　　　 参加料を添えてお申し込みください。材料を準備しますので、
　　　 欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

料理教室
岩江センター
調理室・和室

午前9時15分集合

今月の行事をお知らせします
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします。
　詳しくは、お問い合わせください。
〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

対　象行　事 日　時 場　所
10月13日（火）　11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

※今後のコロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）
3～4か月児 令和2年 6月11日 

～7月10日生まれ
母子手帳、問診票、子どもノート、大きめの
バスタオル

10月20日（火）
個別に案内 三春町保健センター

9～10ヵ月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル令和元年11月27日
～12月31日生まれ

10月28日（水）
個別に案内 町立三春病院

1歳6か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、
タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、
コップ

平成31年2月21日
～4月1日生まれ

10月22日（木）
個別に案内 三春町保健センター
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て
の
相
談
、
赤

　
　
　

ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ

　
　
　

ン
ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　

  

と
の
遊
び
の
紹
介
）

▼
日
時 

10
月
９
日
（
金
）

　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

１
階
ホ
ー
ル

▼
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
お
よ

び
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
登

録
し
た
町
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
小
中

学
生
を
中
心
と
し
た
団
員
と
指
導

者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
を
と
お
し
て
健
康
な
体
と
心
を

養
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課

　

社
会
体
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

子
ど
も
・
親
子

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ

　

ん
に
必
要
な
物
、
タ
オ
ル
（
乳

　

房
ケ
ア
を
ご
希
望
の
方
）

　

茶
話
会
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必

　

要
な
方
は
飲
み
物
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

▼
ス
タ
ッ
フ 

助
産
師
、
保
育
士
、

　

栄
養
士
、
保
健
師

▼
お
願
い 

保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

　

の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
所
時
の
「
検
温
」
や
「
手
指

　

消
毒
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

過
去
２
週
間
以
内
に
感
染
拡
大

　

地
域
に
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る

　

方
や
、発
熱
、喉
の
痛
み
、頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

方
は
ご
参
加
を
見
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
、
10
月
７
日

　
（
水
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課

　

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
・
姉
妹
が
一

　

緒
の
場
合
は
申
込
み
時
に
名
前

　

や
年
齢
等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

子
ど
も
・
親
子

公
認
心
理
師
の
子
育
て
相
談
日
の

お
知
ら
せ

　

公
認
心
理
師
の
久
保
木
優
紀
先

生
、
横
山
美
香
先
生
が
、
町
内
の

保
育
所
・
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
ほ

か
、
子
育
て
の
こ
と
、
子
ど
も
の

発
達
の
こ
と
な
ど
の
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
相
談
日

の
２
日
前
ま
で
（
休
日
の
場
合
は

そ
の
前
日
ま
で
）
に
子
育
て
支
援

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
時
間
・
公
認
心
理
師

▼
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
お
願
い

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

10月1日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

10月15日㈭ 久保木優紀先生① 9:10～10：10
②10:30～11：30

11月5日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

開催日 時　間 公認心理師

スポーツ少年団名称
各スポーツ少年団と主な活動場所等

三春町武道館剣道スポーツ少年団
岩江スポーツ少年団
三春バレーボールスポーツ少年団
三春サッカースポーツ少年団
沢石防犯剣道スポーツ少年団
中郷ソフトボールスポーツ少年団
三春ミニバスケットボールスポーツ少年団
三春船引ジュニアソフトテニスクラブスポーツ少年団
三春空手道スポーツ少年団
三春ソフトボールスポーツ少年団
三春軟式野球スポーツ少年団
岩江ドリームバスケットボールクラブ
三春町ティーボールスポーツ少年団
愛姫ソフトボールスポーツ少年団
田村柔道クラブ
三春キッズスターズ

剣道
バレーボール・ソフトボール
バレーボール
サッカー・フットサル
剣道
ソフトボール・野外活動
ミニバスケットボール
ソフトテニス
空手道
ソフトボール
軟式野球
ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
ティーボール
ソフトボール
柔道
軟式野球

三春中武道棟
岩江小
三春小
小泉小学校、旧桜中、柴原グラウンド
旧沢石小
中郷小
三春小、町民第２体育館
田村西部工業団地内、三春町民体育館等
運動公園談話室、御木沢小
御木沢小、三春小
旧桜中、三春町営運動場
岩江小
岩江小・中郷小　ほか
中郷小
三春中武道棟
旧桜中

活動競技・種目 主な活動場所等
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『ふーってして』
松田奈那子／作
KADOKAWA

『幻のオリンピック』
NHKスペシャル取材班／著

小学館
　黄色の色水をぽとりと紙の
上に落として、ふーっと息を
吹きかけると…太陽になりま
した。緑色をふーっとすると
草、紫色はハリネズミの針、
グレーはおひげ。いろいろな
色水で、いろいろなものがで
きあがります。想像力がどん
どん広がる絵本です。

　「幻のオリンピック」とは、1940 年に
東京で開催されるはずだったオリンピック
です。アジア初の五輪となるはずでしたが、
第二次世界大戦の影響で実現に至りませ
んでした。この本は、スポーツを奪われ、
戦火に巻き込まれていった選手たちの人生
を追ったノンフィクションです。新型コロ
ナウイルスの影響で 2020 年の五輪も延
期となった今、「平和の祭典」といわれる
意味をかみしめながら読みたい1冊です。

そ
こ
に
は
い
な
い
男
た
ち
に
つ
い
て
（
井
上
荒
野
）
／
陽
眠
る
（
上
田
秀
人
）

／
杳
冥　
チ
ン
ギ
ス
紀
（
八
）（
北
方
謙
三
）
／
希
望
の
峰　
マ
カ
ル
ー
西

壁(

笹
本
稜
平)

／
こ
れ
は
ミ
ス
テ
リ
で
は
な
い
（
竹
本
健
治
）
／
毒
島
刑

事
最
後
の
事
件
（
中
山
七
里
）
／
い
ち
ね
ん
か
ん
（
畠
中
恵
）
／
君
に
読

ま
せ
た
い
ミ
ス
テ
リ
が
あ
る
ん
だ
（
東
川
篤
哉
）
／
令
夢
の
世
界
は
ス
リ
ッ

プ
す
る
（
は
や
み
ね
か
お
る
）
／
立
待
岬
の
鷗
が
見
て
い
た
（
平
石
貴
樹
）

／
ミ
ラ
イ
ヲ
ウ
ム
（
水
沢
秋
生
）
／
一
人
称
単
数
（
村
上
春
樹
）
／
俺
の

残
機
を
投
下
し
ま
す
（
山
田
悠
介
）
／
悪
霊
じ
い
ち
ゃ
ん
風
雲
録
（
輪
渡

颯
介
）
／
欲
が
出
ま
し
た
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）
／
ス
パ
イ
は
い
ま
も

謀
略
の
地
に
（
ジ
ョ
ン
・
ル
・
カ
レ　
加
賀
山
卓
朗
訳
）

『幻『幻のオリンピッピック』ク』
読
み
物
・
文
芸

※ 新着コーナーには、10月８日（木）に並びます。 ▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

10
月
は
「
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

月
間
」

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の

排
除
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、

県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
情
報
提

供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
庁
税
務
課
ま
た
は

最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県
税
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
２
０
５

　

電
子
メ
ー
ル

　

zeim
u@

pref.fukushim
a.lg.jp

　

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
６
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

k
e
n
ch

u
.k
e
n
ze

i@
p
re

f.

　

fukushim
a.lg.jp

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
!!

　

毎
年
約
３
０
０
人
以
上
発
生
し

続
け
て
い
る
農
作
業
死
亡
事
故
を

減
少
さ
せ
る
た
め
、
秋
作
業
が
行

わ
れ
る
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

全
国
的
に
「
秋
の
農
作
業
安
全
確

認
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

暮
ら
し

●
農
作
業
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、

　

農
業
者
一
人
一
人
の
安
全
意
識

　

の
向
上
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

　

さ
ら
に
家
族
な
ど
周
囲
か
ら
の

　
「
声
か
け
」
で
一
層
の
事
故
防

　

止
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

　

す
。

●
こ
れ
か
ら
稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
と

　

な
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ

　

イ
ン
等
を
運
転
す
る
機
会
も
増

　

え
て
き
ま
す
。
周
囲
の
状
況
に

　

十
分
注
意
し
、
安
全
に
農
作
業

　

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
相
談

会
の
お
知
ら
せ
（
無
料
電
話
相
談
）

◆
相
談
内
容

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
関
わ
る

　

法
律
問
題
、
成
年
後
見
、
遺
言
、

　

相
続
、
遺
産
分
割
、
登
記
等

◆
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

◆
相
談

　

予
約
の
電
話
を
い
た
だ
き
、
電

　

話
相
談
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
・
申
込

　

福
島
県
司
法
書
士
会　
（
公
社
）

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

　

サ
ポ
ー
ト
ふ
く
し
ま
支
部

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
０
１
２
０
‐
81
‐
５
５
３
９

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

歴
民
友
の
会
10
月
の
学
習
会

　

歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会
が
開

催
す
る
学
習
会
を
、
今
年
度
は
一

般
の
方
の
参
加
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
10
月
は
、
城
下
町
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
実
際
の
資
料
を
見
な

が
ら
、
中
世
か
ら
江
戸
時
代
の
焼

き
物
の
歴
史
を
学
習
し
ま
す
。

　

な
お
、
感
染
症
予
防
の
た
め
、

各
回
の
定
員
を
20
名
と
し
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
の
消
毒
な
ど
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
17
日（
土
）・18
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所　
資
料
館
研
修
室

※
友
の
会
以
外
の
方
は
、入
館
料（
一

　

般
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
（
展

　

示
も
観
覧
で
き
ま
す
）。

▼
申
込
・
問

　

生
涯
学
習
課　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
62
‐
５
２
６
３
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暮
ら
し

　長獅子だけでなく、三春町には子どもたちが主に踊り手となる獅子舞、三匹獅子舞があります。町指定文化財と
なっているのは、田村大元神社の三匹獅子舞、高木神社の三匹獅子舞、垢潜三匹獅子舞、蛇石の三匹獅子舞、
樋渡の三匹獅子舞と5件、他に未指定の三匹獅子舞もあり、いずれも古式を伝えるものです。
　いわゆる「一人立ち（一人で獅子頭をかぶって踊る）」で、腰などに太鼓を下げて踊るこの獅子舞は、関東から
東北地方、特に福島から宮城、岩手に非常に多く分布します。三春のものは、由来は定かではないものの、安達
地方や浜通りなどから伝来し、長い年月の間にその土地のやり方で定着していったと考えられます。
　ところで、独特の面容を持つ三匹獅子舞の獅子は、何に由来するのでしょう。さらに子どもが主な踊り手になっ
たのはなぜなのでしょうか。
　三匹獅子舞で共通するのは、雄獅子が雌獅子を取り合う、という設定です。
そしておおよそが春や秋に舞われることと、他の地域では鹿踊りなどの名称が
ついていることを考え合わせると、長獅子とは違い、この獅子は鹿や猪（い
ずれも読みは “シシ”）を表していると思われます。鹿も猪も、秋に繁殖期を
迎え、春に出産をする、こうしたことが、田や畑に豊作の約束をする（予祝）、
ととらえられたのでしょう。そして、子どもたちは、育ちゆく生命力の象徴であ
るとともに、こうした行事を共同体の人々と一緒にすることで、その一員として
承認されたのでしょう。
　子どもの減少などで中断しているもの、その年の状況で中止となるものもあ
りますが、機会があればご覧になってみてはいかがでしょうか。

☎

三春町指定　民俗文化財　三匹獅子

実沢　高木神社の三匹獅子舞

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
か
ら

の
お
知
ら
せ

◆
万
が
一
に
備
え
て
、
家
庭
に
も

　
消
火
器
を

　

万
が
一
火
災

が
発
生
し
た
と

き
に
備
え
て
、

家
庭
に
消
火
器

を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

消
火
器
は
火
災
発
生
直
後
の
初

期
消
火
に
大
変
有
効
で
す
。
消
火

器
の
利
用
に
よ
り
被
害
が
小
さ
く

済
ん
だ
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
天
井
の
高
さ
に
ま
で

炎
が
大
き
く
な
っ
た
時
は
、
避
難

を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
２

◆
消
防
車
両
の
緊
急
走
行
に
ご
協

　
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

消
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
緊
急
走
行
し
て
き
た
場
合
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
交
差
点
付
近
で
は
〉

　

交
差
点
を
避
け
、
道
路
の
左
側

に
寄
っ
て
一
時
停
止
し
、
進
路
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

一
方
通
行
の
道
路
で
左
側
に
寄

る
と
進
路
妨
害
に
な
る
場
合
は
、

道
路
の
右
側
に
寄
っ
て
く
だ
さ

い
。

〈
交
差
点
以
外
の
場
所
で
は
〉

　

道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
進
路
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

郡
山
消
防
本
部
消
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
３

三
春
城
の
観
光
案
内
を
実
施
し
ま
す

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
で

は
、
続
日
本
百
名
城
に
選
ば
れ
た

「
三
春
城
」（
別
称
舞
鶴
城
）
の
観

光
案
内
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
三
春
城
周
辺
を
散
策
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
15
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　

午
前
11
時
30
分

集
合
場
所　
三
春
町
役
場
前

集
合
時
間　
午
前
９
時
30
分

参
加
費　
無
料

　
（
11
月
10
日
（
火
）
ま
で
事
前

　

  

申
し
込
み
）

※
三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
で
は
、

　

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
お
り

　

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
事
務

　

局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

　
（
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部
）

　

☎
62
‐
３
６
９
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
や
り
が
い
、
生
き
が
い
、
仲
間

　
づ
く
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
会
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

▼
日
時

　

10
月
21
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

▼
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

　

ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け

　

ま
す
。

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
扱

　
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓

　

地
清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替

　

え
、
手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木

　

工
品
、
手
芸
品
）
の
制
作
販
売

　

な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー

　
（
三
春
町
字
南
町
21
‐
１
）

　

☎
62
‐
７
３
０
８
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行
政
相
談
は
、
月
一
回
役
場
等

で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
月
は
役
場
４
階
に
て
、
行
政

相
談
委
員
・
行
政
書
士
に
よ
る
無

料
合
同
相
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
急
な
ご
相
談
の
場
合
は

役
場
住
民
課
住
民
グ
ル
ー
プ
（
☎ 

62
‐
８
１
２
６
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
・
行
政
書
士
に
よ
る

無
料
合
同
相
談
会

▼
日
時　
10
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　
三
春
町
役
場
４
階

▼
相
談
内
容

　

遺
言
・
相
続
関
係
・
離
婚
関
係
・

　

契
約
関
係
・
土
地
建
物
関
係
・

　

営
業
許
可
関
係
・
自
動
車
関
係
・

　

債
権
・
債
務
関
係
・
交
通
事
故

　

関
係
な
ど

▼
問

　

福
島
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
２
４
‐
９
４
２
‐
２
０
０
１

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

ふ
く
し
ま
の
花
展
示
・
Ｐ
Ｒ
事
業

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
花
の
需
要
が

減
少
す
る
中
、
福
島
県
花
き
振
興

協
議
会
で
は
福
島
県
内
産
の
花
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

「
ふ
く
し
ま
の
花
展
示
・
Ｐ
Ｒ
」
事

令
和
２
年
度　

奨
学
金

返
還
支
援
事
業

【
申
請
受
付
10
月
30
日
ま
で
！
】

　

町
で
は
、
将
来
を
担
う
若
者
の

定
住
を
目
的
と
し
て
、
町
に
定
住

し
て
就
業
す
る
方
に
対
し
、
奨
学

金
の
返
還
を
支
援
し
ま
す
。
令
和

２
年
度
の
申
請
受
付
期
間
が
10
月

30
日
（
金
）
ま
で
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
さ
れ
る
方
は
、
期
間
内

に
下
記
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
請
し
た
方

も
再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
限
内
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
条
件
】

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
、
そ

　

の
返
還
を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
奨
学
金
の
返
還
に
際
し
、
他
か

　

ら
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ

　

と
・
町
内
に
住
民
登
録
を
し
、
継
続

　

し
て
町
内
に
定
住
す
る
こ
と

・
正
規
雇
用
に
よ
り
就
業
し
、
継

　

続
し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と

　
（
た
だ
し
、
公
務
員
を
除
く
）

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

【
助
成
金
の
対
象
期
間
お
よ
び
助

成
額
】

・
助
成
金
の
対
象
期
間
は
、
町
内

　

に
住
民
登
録
を
行
っ
た
日
以

　

降
の
奨
学
金
を
返
還
す
る
期
間

　

で
、
最
長
96
月
分
を
対
象
と
し

　

ま
す
。

・
助
成
金
の
交
付
は
、
年
度
ご
と

　

に
行
い
ま
す
。
申
請
が
あ
っ
た

　

年
度
内
に
返
還
し
た
奨
学
金
の

　

額
〔
最
大
18
万
円
（
交
付
額

　

の
う
ち
15
％
は
、
協
同
組
合
み

　

は
る
ス
タ
ン
プ
会
が
発
行
す
る

　

商
品
券
）〕
を
助
成
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
予
算
額
を
超
え
る
申

　

請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
助
成

　

額
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

令
和
２
年
度
の
申
請
を
さ
れ
る

方
は
、
次
の
必
要
書
類
を
用
意
し
、

役
場
２
階
企
画
政
策
課
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
様
式
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

・
助
成
金
交
付
申
請
書
（
様
式
第

　

１
号
）

・
住
民
票
の
写
し
（
※
様
式
第
２

　

号
の
同
意
書
を
提
出
し
た
方
は

　

除
き
ま
す
）

・
奨
学
金
の
１
年
間
の
返
還
金
相

　

当
額
が
わ
か
る
書
類

・
誓
約
書
兼
同
意
書
（
様
式
第
２

　

号
）

▼
問
・
申
込

　

企
画
政
策
課

　

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
２
２

農
業
経
営
者
事
業
継
続
支
援
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
克
服
す
る
た
め
に
、
感

染
拡
大
予
防
対
策
を
行
い
、
農
業

の
事
業
継
続
の
た
め
の
生
産
方
式

の
確
立
・
転
換
の
仕
組
み
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

【
支
給
対
象
者
】

（
１
）
三
春
町
内
で
農
業
を
営
む

　
　

   

個
人
ま
た
は
法
人

（
２
）
市
場
、
農
産
物
直
売
所
、

　
　

  

農
業
協
同
組
合
等
へ
出
荷

　
　
　
実
績
が
あ
る

（
３
）
地
域
農
業
の
維
持
発
展
お

　
　
　
よ
び
農
業
経
営
を
継
続
す

　
　
　
る
生
産
者

【
対
象
経
費
】

　

地
域
農
業
の
維
持
発
展
を
図
る

た
め
の
機
械
導
入
お
よ
び
施
設
整

備
等

【
補
助
金
額
】

　

予
算
の
範
囲
内
で
対
象
経
費
の

３
分
の
２
以
内
と
し
、
40
万
円
の

上
限

　

た
だ
し
、
認
定
農
業
者
、
認
定

新
規
就
農
者
、
集
落
営
農
組
織
に

つ
い
て
は
80
万
円
の
上
限

【
申
請
期
限
】

　

令
和
２
年
10
月
30
日
（
金
）
ま
で

▼
問

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２

行
政
相
談
週
間

　

10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）

ま
で
の
一
週
間
は
、「
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県

お
よ
び
市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等

の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や
困
っ

て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の

で
す
。

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

三
春
町
は
展
示
主
体
と
し
て
、

役
場
や
町
内
各
小
中
学
校
に
花
の

展
示
を
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
回
は
、
町
内
の
（
有
）

ま
る
お
ん
生
花
店
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
展
示
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
三
春
駅
内
（
10
月
上
旬
、
12
月

　

中
旬
の
予
定
）

・
役
場
お
よ
び
町
内
各
小
中
学
校

　
（
11
月
中
旬
）

　

皆
さ
ん
も
季
節
の
花
を
自
宅
等

で
飾
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

▼
問

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２
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図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
０

　

秋
の
読
書
週
間
と
町
文
化
祭
に

ち
な
み
、
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
三
春
町
民
図
書
館
開
館
30
周
年

　
記
念
パ
ネ
ル
展
示

　

図
書
館
の
今
昔
の
写
真
や
行
事

の
記
録
な
ど
を
パ
ネ
ル
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
図
書
館
へ
の
寄
贈
本

で
登
録
し
な
い
も
の
な
ど
を
会
場

で
無
償
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
16
日（
金
）〜
18
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
16
時

▼
場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　
ホ
ワ
イ
エ

★
図
書
館
活
用
講
座
＆
ブ
ッ
ク

　
コ
ー
ト
体
験
会

　
「
図
書
館
活
用
講
座
」
は
、
本

の
探
し
方
や
取
り
寄
せ
方
、
意
外

と
知
ら
な
い
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
ま

で
、
図
書
館
を
も
っ
と
楽
し
く
、

便
利
に
使
え
る
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
「
ブ
ッ

ク
コ
ー
ト
体
験
会
」
を
行
い
ま
す
。

図
書
館
の
本
の
表
面
に
貼
っ
て
あ

る
、
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
で
で
き
た

ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
は
、
本
を
水
や
汚

れ
か
ら
守
り
ま
す
。
ご
自
宅
に
あ

る
本
を
、
図
書
館
の
本
の
よ
う
に

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時　
10
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
対
象　
小
学
校
高
学
年
以
上
の
方

※
町
外
の
方
も
参
加
い
た
だ
け

　

ま
す

▼
募
集
人
数　
10
名
（
定
員
に
達

　

し
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
持
ち
物　
は
さ
み
、
ブ
ッ
ク

　

コ
ー
ト
し
た
い
本
（
２
冊
ま

　

で
）、
マ
ス
ク

▼
申
込
方
法　
来
館
・
ま
た
は
お

　

電
話
で
ど
う
ぞ
！

★
特
別
お
は
な
し
会

　

通
常
の
お
は
な
し
会
の
内
容
を

拡
大
し
て
行
い
ま
す
。
い
つ
も
は

お
は
な
し
会
に
な
か
な
か
来
ら
れ

な
い
み
な
さ
ん
も
、
大
型
絵
本
や

紙
芝
居
な
ど
、
お
は
な
し
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　
３
歳
〜
小
学
生

　
　
　
　

そ
の
ほ
か
ど
な
た
で
も

▼
日
時　
10
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
〜
14
時
40
分

▼
場
所　
三
春
町
民
図
書
館

★
古
本
リ
ユ
ー
ス
市

　

皆
様
か
ら
不
要
に
な
っ
た
本
を

集
め
、
無
料
で
配
布
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

他
の
方
に
譲
っ
て
も
良
い
本
を

お
持
ち
の
方
は
、
10
月
24
日
（
土
）

ま
で
に
三
春
町
民
図
書
館
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
日
時　
10
月
27
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　

11
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

開
館
時
間
中

▼
場
所　
三
春
町
民
図
書
館

★
秋
の
と
し
ょ
か
ん
福
袋

　

テ
ー
マ
ご
と
に
図
書
館
員
が
選

ん
だ
お
す
す
め
の
本
を
、
２
冊
か

ら
３
冊
を
１
袋
に
し
て
貸
出
し
ま

す
。
福
袋
の
ワ
ク
ワ
ク
と
、
新
た

な
本
と
の
出
会
い
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　
10
月
16
日
（
金
）
〜

　
　
　
　

11
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

開
館
時
間
中

▼
場
所　
三
春
町
民
図
書
館

▼
問
・
申
込

　

三
春
町
民
図
書
館

　

☎
62
‐
３
３
７
５

令
和
３
年
三
春
町
成
人
式
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

◆
日
時　
令
和
３
年
１
月
10
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　

※
成
人
の
日
の
前
日

　

受
付　
午
後
０
時
30
分
〜

◆
場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら

　
　
　
　

ホ
ー
ル
」

◆
該
当
者

　

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身

者
　
令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
、
三

　
春
町
に
住
所
が
な
い
方
に
は
、

　
案
内
状
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の

　
で
、
出
席
希
望
の
方
は
、
教
育

　
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

　
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

　

※
町
内
に
住
民
登
録
（
令
和
２

　
　

年
９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て

　
　

い
る
方
に
は
、
11
月
中
頃
に

　
　

案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
次
の
と
お
り
と
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
・
ア
ル

　

コ
ー
ル
消
毒
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

・
近
距
離
で
の
会
話
は
避
け
、
で

　

き
る
だ
け
人
と
人
と
の
距
離
を

　

空
け
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
前
２
週
間
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク

　

を
し
、
発
熱
、
咳
、
く
し
ゃ
み
、

　

倦
怠
感
な
ど
、
体
調
不
良
の
場

　

合
は
、
出
席
さ
れ
な
い
よ
う
お

　

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事
後
２

　

週
間
に
つ
い
て
も
体
調
チ
ェ
ッ

　

ク
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
で
き
る
だ
け
接
触
者
確
認
ア
プ

　

リ
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
」
の
活
用
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

・
来
賓
者
に
つ
い
て
は
、
最
小
限

　
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

　
例
年
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ

　
い
て
い
た
方
で
も
、
今
回
は
ご

　
案
内
し
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

　
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
事
態
宣
言
、
国
や
県
な
ど

　

か
ら
の
要
請
、
町
内
で
感
染
者

　

が
増
大
し
て
い
る
な
ど
、
状
況

　

に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る
場
合

　

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

▼
問

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

☎
62
‐
３
８
３
７

暮
ら
し

ご
み
の
出
し
方
な
ど
に
つ
い
て
の

お
願
い

〇
最
近
、
ご
み
の
後
出
し
が
増
え

　

て
い
ま
す
。
ご
み
は
必
ず
収
集

　

日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

〇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
缶
を
出
す
際

　

に
は
、
中
を
さ
っ
と
水
洗
い
し
、

　

つ
ぶ
し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。
そ
れ
で
も
コ
ン
テ
ナ
に
入

　

り
き
ら
な
い
場
合
は
、
透
明
な

　

ポ
リ
袋
に
入
れ
て
コ
ン
テ
ナ
の
脇

　

に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
ネ
ッ
ト
が
設
置
し
て
あ
る
集
積

　

所
は
ご
み
を
出
し
た
後
は
、
必

　

ず
全
体
に
ネ
ッ
ト
を
か
け
る
よ

　

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ネ
ッ
ト

　

が
か
か
っ
て
い
な
い
と
カ
ラ
ス

　

な
ど
に
ご
み
を
荒
ら
さ
れ
る
原

　

因
に
な
り
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

　

感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め
、

　

ご
み
を
出
す
際
は
袋
の
口
を

　

し
っ
か
り
し
ば
っ
て
出
す
よ
う

　

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
使

　

用
済
み
の
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ

　

シ
ュ
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た

　

う
え
で
、
燃
え
る
ご
み
の
指

　

定
ご
み
袋
に
入
れ
る
な
ど
し

　

て
、
万
一
ご
み
袋
が
破
れ
て
も

　

ご
み
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
安
全
か
つ
円
滑
な
ご
み
処
理
を

　

継
続
す
る
た
め
、
み
な
さ
ま
の

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５
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ス
プ
レ
ー
缶
は
「
有
害
ご
み
」
で
す
!!

　

最
近
、
燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に

ス
プ
レ
ー
缶
等
の
有
害
ご
み
が
混

入
し
て
い
る
物
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ

セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨

て
ラ
イ
タ
ー
」
等
は
「
有
害
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
袋
に
混
入
し
て
い
る
と
、
中

に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
が
他
の
物
に
引

火
し
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

ガ
ス
を
使
い
切
っ
て
、
黒
の
コ
ン
テ

ナ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

有
害
ご
み　
（
月
１
回
収
集
）

※
有
害
ご
み
は
、「
黒
の
コ
ン
テ
ナ
」

　
に
入
れ
ま
し
ょ
う
!!

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

使い捨て
ライター

スプレー缶

広　
告　
欄

令
和
２
年
度
の

水
質
検
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

企
業
局
で
は
、
安
全
で
安
心
で
き
る
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
毎
年
水

質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
す
べ
て
の
検
査
項
目
に
お
い
て

水
道
法
に
定
め
る
水
質
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

○
検
査
種
別
：
基
準
項
目　

原
水
39
項
目　

浄
水
51
項
目

カセット
ガスボンベ

▼ 令和2年度の水質検査結果
簡易水道水質基準検査項目 上水道

病原
生物

一般細菌
大腸菌
カドミウム及びその化合物
水銀及びその化合物
セレン及びその化合物
鉛及びその化合物
ヒ素及びその化合物
六価クロム化合物
亜硝酸態窒素
シアン化物イオン及び塩化シアン
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
フッ素及びその化合物
ホウ素及びその化合物
四塩化炭素
1,4-ジオキサン
シス-1,2-ジクロロエチレンおよびトランス-1,2-ジクロロエチレン
ジクロロメタン
テトラクロロエチレン
トリクロロエチレン
ベンゼン
クロロ酢酸
クロロホルム
ジクロロ酢酸
ジブロモクロロメタン
臭素酸
総トリハロメタン
トリクロロ酢酸
ブロモジクロロメタン
ブロモホルム
ホルムアルデヒド
塩素酸
亜鉛及びその化合物
アルミニウム及びその化合物
鉄及びその化合物
銅及びその化合物
ナトリウム及びその化合物
マンガン及びその化合物
塩化物イオン
カルシウム・マグネシウム等（硬度）
蒸発残留物
陰イオン界面活性剤
ジェオスミン
2-メチルイソボルネオール
非イオン界面活性剤
フェノール類
有機物（全有機炭素（TOC）の量）
pH値
味
臭気
色度
濁度

1ml中100個以下
検出されないこと
0.003mg/L以下
0.0005mg/L以下
0.01mg/L以下
0.01mg/L以下
0.01mg/L以下
0.02mg/L以下
0.04mg/L以下
0.01mg/L以下
10mg/L以下
0.8mg/L以下
1.0mg/L以下
0.002mg/L以下
0.05mg/L以下
0.04mg/L以下
0.02mg/L以下
0.01mg/L以下
0.01mg/L以下
0.01mg/L以下
0.02mg/L以下
0.06mg/L以下
0.03mg/L以下
0.1mg/L以下
0.01mg/L以下
0.1mg/L以下
0.03mg/L以下
0.03mg/L以下
0.09mg/L以下
0.08mg/L以下
0.6mg/L以下
1.0mg/L以下
0.2mg/L以下
0.3mg/L以下
1.0mg/L以下
200mg/L以下
0.05mg/L以下
200mg/L以下
300mg/L以下
500mg/L以下
0.2mg/L以下
0.00001mg/L以下
0.00001mg/L以下
0.02mg/L以下
0.005mg/L以下
3mg/L以下
5.8～8.6

異常でないこと
異常でないこと
5度以下
2度以下
採取日
採取時間
採取時気温
採取時水温
採取時残留塩素

4800
検出

0.0003未満
0.00005未満
0.001未満
0.001未満
0.001未満
0.002未満
0.013

0.001未満
1.1 

0.08未満
0.1未満
0.0002未満
0.005未満
0.004未満
0.002未満
0.001未満
0.001未満
0.001未満

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

0.01未満
0.48
0.94
0.01未満
6.0
0.078
6.5
48
130

0.02未満
0.000003
0.000001未満
0.005

0.0005未満
2.6
7.8
-

微土臭
23
21

Ｒ2.7.17
13:40
19.0℃
17.4℃
-

0
検出しない
0.0003未満
0.00005未満
0.001未満
0.001未満
0.001未満
0.002未満
0.004未満
0.001未満
1.0
0.08
0.1未満
0.0002未満
0.005未満
0.004未満
0.002未満
0.001未満
0.001未満
0.001未満
0.002未満
0.023
0.003未満
0.005
0.001
0.041
0.004
0.013
0.001未満
0.008未満
0.26
0.01未満
0.03
0.03未満
0.01未満
10

0.005未満
15
58
110

0.02未満
0.000001未満
0.000001未満
0.002未満
0.0005未満
1.6 
7.6 

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満
Ｒ２.7.８
11:40
19.4℃
21.4℃
0.2mg/L

0
検出しない
0.0003未満
0.00005未満
0.001未満
0.001未満
0.001未満
0.002未満
0.004未満
0.001未満
1.4
0.09
0.1未満
0.0002未満
0.005未満
0.004未満
0.002未満
0.001未満
0.001未満
0.001未満

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

0.01未満
0.02未満
0.03未満
0.01未満
13
0.034
7.6
95
170

0.02未満
0.000001未満
0.000001未満
0.002未満
0.0005未満
0.5
6.6
-

異常なし
0.5未満
0.1未満
Ｒ２.7.８
9:50
21.4℃
13.2℃
-

1
検出しない
0.0003未満
0.00005未満
0.001未満
0.001未満
0.001未満
0.002未満
0.004未満
0.001未満
1.6
0.11
0.1未満
0.0002未満
0.005未満
0.004未満
0.002未満
0.001未満
0.001未満
0.001未満
0.002未満
0.001未満
0.003未満
0.004
0.001未満
0.008

0.003未満
0.002
0.002

0.008未満
0.01未満
0.01未満
0.02未満
0.03未満
0.01未満
19

0.005未満
8.7
98
190

0.02未満
0.000001未満
0.000001未満
0.002未満
0.0005未満
0.5
7.0

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満
Ｒ２.7.8
9:10
21.1℃
18.4℃
0.4mg/L

無
機
物
質・重
金
属

一般
有
機
化
学
物
質

原水 浄水 原水 浄水

消
毒
副
生
成
物

色・味

発泡
臭
気
発泡
臭気
味

基
礎
的
性
状

検　体

広告欄
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（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

　

翌
日
以
降
の
開
所
日
初
日
に

　

午
後
７
時
ま
で
）

　

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
４
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

　

年
末
年
始
は
ご
利
用
い
た
だ
け

　

ま
せ
ん
。

令
和
３
・
４
年
度
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
受

付
に
つ
い
て

　

町
が
発
注
す
る
工
事
、
測
量
等
、

製
造
、
物
品
購
入(

修
繕)

・
管
理

業
務
に
つ
い
て
、
競
争
入
札
に
参
加

す
る
た
め
に
は
、
資
格
審
査
お
よ

び
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
資
格
審
査
申
請
受
付
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
業
者
の
方
は
「
郵
送
ま
た
は

持
参
」、町
外
業
者
の
方
は
「
郵
送
」

で
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
の
様
式
は
、
三

春
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
提
出
先

　

〒
９
６
３
‐
７
７
９
６

　

三
春
町
字
大
町
１
‐
２

　

三
春
町
役
場
財
務
課
管
理
契
約

　

グ
ル
ー
プ
（
庁
舎
２
階
）

・
受
付
期
間

　

令
和
２
年
10
月
23
日
（
金
）
か
ら

　

令
和
２
年
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

令
和
２
年
分
年
末
調
整

説
明
会
開
催
中
止
の
お

知
ら
せ

　

郡
山
税
務
署
で
は
、
毎
年
11
月

に
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
令
和
２
年
の
年
末
調
整
説

明
会
の
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
年
末
調
整
に
関
す
る
用

紙
は
10
月
下
旬
に
発
送
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

▼
問

　

郡
山
税
務
署
（
代
表
）

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
２
０
４
１

　

※
税
務
署
へ
の
問
合
せ
は
、
自

　
　

動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内

　
　

し
て
お
り
ま
す
。

　

※
各
種
用
紙
の
様
式
等
は
、
国

　
　

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

　
　

で
き
ま
す
。

年
金
受
給
者
の
皆
様
へ
「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

「
令
和
３
年
分　

公
的
年
金
等
の

受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

を
ご
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

広　
告　
欄

暮
ら
し

税　
金

年　
金

募　
集

年　

金

税　

金

募　

集

　

こ
の
申
告
書
は
、
対
象
と
な
る

方
へ
９
月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。（
受

け
取
っ
て
い
る
年
金
額
が
、
65
歳

未
満
で
１
０
８
万
円
未
満
、
65
歳

以
上
で
１
５
８
万
円
未
満
の
場
合

は
、
こ
の
申
告
書
の
提
出
は
不
要

で
す
の
で
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
提

出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
税
制
改
正
に
伴
い
、
提
出
し
な

　

く
て
も
所
得
税
率
に
差
が
無

　

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

　

各
種
控
除
に
該
当
し
な
い
方

　
（
受
給
者
本
人
が
障
が
い
者
・

　

寡
婦
等
に
該
当
せ
ず
、
控
除
対

　

象
と
な
る
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

　

親
族
が
い
な
い
方
）
は
扶
養
親

　

族
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

　

扶
養
親
族
等
申
告
書

　

お
問
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
‐
２
４
０

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

　
（
東
京
）

　

０
３
‐
６
８
３
７
‐
９
９
３
２

受
付
時
間

　

月
曜
日　
　
　

 

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

 

〜
午
後
７
時

　

火
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分　

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時
15
分

・
有
効
期
間　
令
和
３
年
４
月
１

　

日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

　

で
（
２
年
間
）

▼
問
・
申
込

　

財
務
課　

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
３
２

三
春
町
高
齢
者
作
品
展
示
会
作
品

募
集

　

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、10
月
20
日
（
火
）
〜
22
日
（
木
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
三
春
町
高
齢

者
作
品
展
示
会
で
の
出
品
す
る
作

品
等
（
手
芸
品
・
木
工
品
・
園
芸
）

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

出
品
資
格
者
は
、
三
春
町
の
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
、
三
春
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
、
町
内
在
住
60
歳
以
上

の
方
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
等
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
方
は
福
祉
会
館
ま
で
お
越

し
願
い
ま
す
。

　

10
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
三
春

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
三
春
町
福

祉
会
館
内
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　

☎
62
‐
８
５
８
６
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▼
講
師　
町
立
三
春
病
院

　

入
退
院
支
援
室　

﨑
山
室
長

▼
申
込
期
限

　

10
月
30
日
（
金
）
ま
で

▼
問
・
申
込
先

　

保
健
福
祉
課　

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

禁
煙
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
よ
り
多

く
の
店
で
原
則
屋
内
禁
煙
と
な
り

ま
し
た
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
約
70
種
類
の

発
が
ん
性
物
質
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
物
質
は
の
ど
、
肺

な
ど
た
ば
こ
の
煙
に
直
接
触
れ
る

場
所
だ
け
で
な
く
、
血
液
を
通
じ

て
全
身
に
運
ば
れ
、
が
ん
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
が
ん
以
外
に
も
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）、

虚
血
性
心
疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
喫
煙
者
本
人
だ
け
で

な
く
、
受
動
喫
煙
に
よ
り
周
囲
の

人
に
も
健
康
へ
の
悪
影
響
が
お
よ

び
ま
す
。
自
分
自
身
や
家
族
ま
た

周
り
の
方
の
た
め
に
も
、
喫
煙
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時
禁

煙
健
康
相
談
の
受
付
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

事
前
に
お
電
話
で
ご
予
約
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
１
５
８

　
　
（
直
通
）

　

℻
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
８
８
７

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

koutsuu@
pref.fukushim

a.

　

lg.jp

に
こ
に
こ
元
気
塾

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
運
動
、
栄

養
、
口
腔
を
中
心
と
し
た
介
護
予

防
教
室
で
す
。
何
で
も
で
き
る
今

が
始
め
る
と
き
！

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
で
、
地
域
の

仲
間
と
一
緒
に
健
康
貯
筋
し
ま

し
ょ
う
!!

【 

開
催
日
一
覧 

】
健　
康

月

火

水
木
金

岩　江
要　田
中　妻
三　春
沢　石
御木沢
中　郷

岩江防災コミュニティーセンター
要田交流館大平荘
中妻地区公民館
三春町保健センター
八島台集会所
沢石会館
御木沢地区公民館
中郷地区交流館

5、12、19、26
6、13、20、27
6、13、20、27
7、14、21、28
7、14、21、28
1、8、15、22
2、9、16、23
2、9、16、23

曜日 地区 会　場 10月の開催日

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
な

　

が
ら
元
気
に
開
催
し
て
お
り
ま

　

す
。

　
　
　
　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

　
　
　
　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

　
　
　
　

☎
62
‐
３
９
５
０ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
の
お
知
ら
せ　

三
春
町
で
は

認
知
症
高
齢
者

等
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り

の
た
め
、「
認

知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
方
を
対
象
に

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
具
体

　
的
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
？

・
認
知
症
へ
の
知
識
や
認
知
症
の

　
方
へ
の
接
し
方
を
学
び
た
い
！

・
地
域
で
活
動
で
き
る
場
所
を
探

　
し
て
い
る
！

　

と
い
っ
た
認
知
症
に
つ
い
て
更
に

深
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
６
日（
金
）、10
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

　
（
受
付
：
午
前
９
時
40
分
か
ら
）

▼
場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　

ホ
ー
ル

▼
対
象
者

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

　

座
受
講
者
」
で
「
両
日
と
も
参

　

加
」
で
き
る
方

▼
参
加
費　
無
料

▼
定
員　
先
着
50
名

広　
告　
欄

福
島
県
交
通
安
全
運
動

「
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

募
集

　

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
で

は
、
令
和
３
年
か
ら
使
用
す
る
交

通
安
全
運
動
「
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

交
通
安
全
へ
の
想
い
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
生
活
交
通
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
の
う

え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
作
品
の
形
態　
形
式
自
由

　

現
在
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
み
ん
な
が
ね　

ル
ー
ル
守
れ
ば

　

ほ
ら
笑
顔
」

○
応
募
方
法　
郵
便
は
が
き
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
次
の
内

　

容
を
記
載
し
て
応
募
し
て
く
だ

　

さ
い
。
▽
応
募
作
品
（
よ
み
が

　

な
）、
▽
作
品
の
説
明
（
60
字
以

　

内
）、
▽
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

　

▽
年
齢
、
▽
職
業
（
勤
務
先
、

　

学
校
名
・
学
年
）、
▽
住
所
、

　

▽
電
話
番
号

○
応
募
期
限　
10
月
31
日
（
土
）

　
〔
当
日
消
印
有
効
〕

○
入
賞

　

最
優
秀
賞
１
点
（
賞
状
お
よ
び

　

５
万
円
相
当
の
商
品
券
）

　

優
秀
賞
２
点
（
賞
状
お
よ
び

　

２
万
円
相
当
の
商
品
券
）

　

佳
作
５
点
（
賞
状
お
よ
び
５
千

　

円
相
当
の
商
品
券
）

▼
問
・
応
募

　

〒
９
６
０
‐
８
６
７
０

　

福
島
市
杉
妻
町
２
‐
16

　

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会

　
（
県
庁
生
活
交
通
課
内
）

広告欄



29
広報みはる
令和２年10月号

広報みはる
令和２年 10月号

家
計
に
や
さ
し
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
保
険
証
や
お
薬
手
帳
に

貼
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

９
月
に
交
付
し
た
国
民
健
康
被
保

険
者
証
に
も
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
。
シ
ー
ル
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
保
健
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
、

役
場
１
階
住
民
課
窓
口
に
て
お
配

り
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？
？

　

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許

期
間
が
切
れ
た
後
に
、
製
造
・
販

売
し
て
い
る
薬
で
す
。
そ
の
成
分

や
効
き
目
、
安
全
性
は
厚
生
労
働

省
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
発

コ
ス
ト
が
少
な
い
分
、
安
い
価
格

で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
や
薬
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

広　
告　
欄

健　

康

募　

集

～受けてください、命を守る大切ながん検診～
町のがん検診では、毎年数名の方にがんが発見されています。自分らしい生活を送るうえで、

がんを早期発見することはとても大きな意味があります。
あなたが受けるべき検診がわかります。次の表で該当する年代をご覧ください。

　※表中にある「治癒」とは、診断時からの 5年相対生存率 ( がん以外の原因での死亡を除いた数値 ) です。
　※出典：全がん協加盟施設の生存率共同調査 (2004 ～ 2007 年全症例 )

　現在、町ではがん検診を実施しています。
　胃がん・大腸がん・肺がん・胃がんリスク検診は令和３年１月30日まで、乳がん・子宮がん検診は２月26日
まで受診することができます。今年度は新型コロナウイルス感染症のため例年より実施期間が短く、また今後の状
況により受診期間が短縮される場合があります。自分自身や家族のため、ぜひお早めに検診を受けてください。

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎６２ー５１１０

がん検診　愛する家族への贈りもの

男　性 女　性

20
〜
30
代

40
代

50
代

60
代
以
上

40代男性死亡原因１位が、がんになりました。
がんは高齢者だけの病気ではありません。40 代はがんが増え始める
ため、検診によって早期発見することが大切です。

＜タバコを吸う方へ・・・＞
　たばこを吸う人は吸わない人に比べて男性でおよそ4.4 倍、女性では約 2.8 倍、肺がんになりやすいことがわかっています。自身の身を守るため、
喫煙している人は必ず肺がん検診を受けましょう。そして、禁煙をぜひ考えてみてください。

40 代女性の約 2 人に1 人が、乳がん検診を受診しています。でも、乳
がんの他にも気をつけなければいけないがんがあるのをご存じですか？
子宮頸がん・大腸がん・胃がん・肺がんといった乳がん以外のがんにも、
毎年 7千人の40代の女性がなっています。

20歳を過ぎたら２年に一度、必ず子宮頸がん検診を受診してください。
「まだがん検診は関係ない」そう思っていませんか？子宮頸がんは、20
代後半以降から増えるがんです。ただ、早期のうちに治療すれば 90％
以上が治癒し、妊娠・出産にも大きな影響はありません。でも、早期の
段階では自覚症状がないため、検診を受けないと見つけられません。子
宮頸がん検診はあなたの命と子宮を守るための検診です。

50代は女性の身体が大きく変わる年代。
がんで死亡する人の数も大きく増加します。
乳がん・大腸がん・胃がん・肺がん・子宮頸がんといったがんは早期
発見で 80％以上が治癒します。しかし、早期のうちは自覚症状がない
ため、検診を受けないと見つけられません。

がんになったら治らない、そう思っていませんか？がん検診を対象者が
みな正しく受けると毎年日本全国で約6万 7千人の命が救われます。
女性がなりやすい 5 つのがん（大腸がん・胃がん・乳がん・肺がん・
子宮頸がん）は検診による早期発見で80％以上が治癒します。

50代はそろそろ “がん年齢”
でも定期的な検診受診で自覚症状が出る前にがんは早期に発見でき
ます。
大腸がん・胃がん・肺がんは早期発見によって 80％以上が治癒し
ます。

60 歳を過ぎると、がんになる人は激増。毎年約 14 万人の 60 代
男性が、がんになっています。
早期のうちは自覚症状がないため、検診を受けないと見つけられませ
ん。だからこそ、検診による早期発見が大切。
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◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）
◆ 施設の休館日は18ページに掲載しています。

10月の行事カレンダー

広　
告　
欄

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

　

①
金
谷　

喜
一

　
　
（
福
島
県
葛
尾
村
）

【
一
般
寄
附
】

　

①
橋
本　

よ
し
子

　

②
Ｃ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス

　
　

佐
久
間　

政
重

　

③
三
春
昭
進
堂　

髙
橋　

龍
一

　

④
根
本
看
板
店　

根
本　

康
一

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
寄
付
金

　

郡
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

長
谷
川　

進

▽
物
品

　

増
子　

忠
一
（
山
田
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
イ
ン
タ
ー

　

ア
ク
ト
部

　

大
越　

瑛
子
（
弓
町
）

　

國
分　

シ
ヅ
子
（
新
町
）

　

齋
藤　

キ
ミ
子
（
南
町
）

　

佐
久
間　

善
子
（
大
町
）

　

吉
田　

勝
子
（
御
免
町
）

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
８
月
９
日
〜
９
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

日 月 火 水 木 金 土

1413 15 16 17

18 19

５ ７６ ８ ９ 10

11 12

2120 22 23 24

25 26 28 29 30 3127

４

３２１

心配ごと相談 31

31

特別おはなし会
（14時～・三春町民
図書館）

20

203～4か月児健診
心配ごと相談

201歳6か月児健診

20
9-10か月児健康診査

星を見る会
ままカフェみはる
（10時～11時30分
～・保健センター）21

18

体育館で遊ぼう
（10時～11時・御木
沢小体育館）20

のびのびの日
（１０時～１２時・子
育て支援センター）

人権相談・行政相談
心配ごと相談

31

　　　　絵本と
　　　　わらべ唄
おやこ運動あそび教
室（10時～12時・保
健センター）
心配ごと相談

20
31

31

20

おりがみ教室
（9 時 30 分～ 11 時
30 分・三春小わんぱ
くクラブ室）20

　　　  令和２年度　
　　　　三春町文化祭
（～11月14日）
たのしいせいさく
（11時 30分～・子
育て支援センター）

　　　  お誕生会
　　　 （11時30分～・
子育て支援センター）
図書館活用講座
（13時 30分～・交
流館まほら）

20

18 星を見る会
三春磐州市
「まんぷく市」

18

18

おはなし “あのね ”
（11時30分～・子育
て支援センター）20

料理教室
（9時30分～12時・
岩江センター）20

公認心理師の
子育て相談日 21

公認心理師の
子育て相談日 21

こころの健康
相談会 31

20
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人口・世帯数　 

納期限

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（10月）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課 生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期
　券をご利用ください。
　回数券はバス車内及び役場窓口、定期券は役場
　窓口でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行
　しています。
※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行し
　ています。
※スクール混乗コース及び通勤コースを除く朝晩
　コース５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：4・11・18・25 日

10月 医療機関名 薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください
☎0247-81-2233　FAX0247-72-8841

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

4日(日) 春山医院
☎62-3239

さいとう医院
☎79-226618日(日)

石川医院
☎62-263025日(日)

青山医院
☎77-201511日(日) みはる調剤薬局

ときわ店

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を
　 募集しています。

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで

※新型コロナウイルスの症状が疑われる場合は、
　以下の窓口にお電話ください。
新型コロナウイルス相談窓口
帰国者・接触者相談センター
　☎０１２０－５６７－７４７
　受付時間：２４時間（毎日）

〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

10月 10月
１日（木）
２日（金）
５日（月）
６日（火）
７日（水）
８日（木）
９日（金）
１２日（月）
１３日（火）
１４日（水）
１５日（木）

１６日（金）
１９日（月）
２０日（火）
２１日（水）
２２日（木）
２３日（金）
２６日（月）
２７日（火）
２８日（水）
２９日（木）
３０日（金）

まつざき内科胃腸科クリニック
白岩医院
西山医院
秋元医院
清水医院
さとう耳鼻咽喉科
三春病院
まつえ整形外科
橋本医院
遠藤医院
矢吹医院

東部台こどもクリニック
のざわ内科クリニック
石塚医院
春山医院
雷クリニック
船引クリニック
まつえ整形外科
かとうの内科クリニック
大久保クリニック
石川医院
のざわ内科クリニック

当番医療機関 当番医療機関
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　本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、多くの人が集まる行事等、多くの教育活動
が制限されています。そんな中、岩江小学校では、心に響く本物の芸術に触れてほしいと考え、三密を
避けて鑑賞できるアートギャラリーを開設しました。
　芸術家の作品に触れる機会として、第一弾は、郡山市在住の画家柳
沼里穂さんの絵画展です。全国規模のコンクールで入選した 150 号の
大きな油絵、水彩画にデッサン、日本画、着物の帯の型染めなど、様々
な作品を校内の通路や多目的スペース等の壁面に展示しました。黒板
アートも披露していただきました。
　第二弾は、いわき市在住の写真家といっても多方面で活躍していらっ
しゃる大塚涼子さんのフォトグラフ展～ Shutter of mind ～です。たく
さんの写真を岩江小学校の広い壁面に展示しました。児童はお気に入
りの写真を選んだり、写真をもとにしたイラストに色をつけて楽しん
だり、自分のお気に入りの写真を紹介し合ったりするコーナーもあっ

て、児童参加型の展示会になりました。
　また、開催予定だった演劇鑑賞会は、どうしても三密を避けられな
いということで中止にしました。しかし、人数を分けて複数会ステー
ジをしていただけるということで、音楽鑑賞会を行うことになりまし
た。大友良英スペシャルバンドのメンバーで「あまちゃん」「いだてん」
の演奏に参加したトランペット奏者・佐藤秀徳先生とその仲間が楽器
で楽しませてくださる予定です。
　コロナ禍の中でも、子どもたちが感性を働かせ、心地よく学校生活
が送れるよう工夫しながら教育活動を進めています。

教育トピックス ～ 我が校の教育NOW（岩江小学校編）～

　新型コロナウイルス感染症対策のため、各学校の運動会や修学旅行を延期してきましたが、9月から保
護者の皆様、地域の皆様、関係機関の皆様のご協力を得ながら、新しい生活様式に沿った形で実施して
います。
　また、日頃の授業においても、次の点に気をつけながら、子供たちの「学び」を進めています。学校
における感染症対策に対してご理解とご協力をお願いします。
　①　感染源を絶つこと
　　・家庭と連携した検温や健康観察を実施し、発熱等の症状がみられる児童生徒等については、自宅
　　　で休養するようにしています。教職員についても同様です。
　②　感染経路を絶つこと 
　　・手指消毒や咳エチケット、近距離でのマスク着用などを徹底しています。また、学校医や学校薬
　　　剤師と連携して保健管理体制を整え、教室やトイレなど児童生徒等が利用する場所のうち、特に
　　　多くの児童生徒等が手を触れる箇所は、定期的に消毒し環境衛生を良好に保っています。
　　・換気の徹底（休み時間毎に、または授業中も２方向開放）やソーシャルディスタンスの確保 ( 座席
　　　配置、食事時の向き等 ) など 3密を避ける工夫をしています。
　③　抵抗力を高めること
　　・免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心がけるよう指導して
　　　います。
　　※　この他、感染者や濃厚接触者に対する差別、偏見、誹謗中傷等の防止について指導しています。

小中学校における感染症対策と新しい生活様式について


